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解

題

濟

北

詩

話

一
卷

虎

關

禪

師

　
師

錬

著

本

篇

は
、濟

北

集

二

十

卷

の

第

十
一
巻

に

し

て
、虎
關
禪

師

の

著

す

所

な
り

、
禪
師

名

は
師

錬
、

藤

原

氏
、弘

安

四

年

生

る
、京

師

の

人
、其

白

河

に

濟

北

庵

を

剏

め

し

に

由
り

、集

に

名

づ

く
、元

僧

寧

一
山

に

建

長

寺

に

逢

ひ
、儒

釋

古
今

の
書

を

審

詢

す
、故

に

最
も

詩

文

に

長

ず
、本

篇

多

く

唐

の

李

杜

王

韋

を

評

隲

し
、宋

の

林

和

靖
・王

安

石
・楊

誠

齋
・劉

後

村

等

に

及

ぶ
、其
論

ず

る

所

鑿

々

と

し

て

竅

に

中

ら

ざ

る

な

し
、
禪
師

曾

て

曰

、今

時

我

邦

の
庸

流

奔

波

し

て
宋

に

入

る

是

れ

國

の

恥

を
遺

す

な
り

、我

れ

彼

地

に

航

し
、以

て

我

國

に

人

あ

る

を

知

ら

し

め

ん
と
、

將

に

海

に

浮

ば

ん

と

す

母

之

を

阻

る

を

以

て

止

む
、其

の

後

醍

醐

天
皇

の

信

遇

を

承

る

こ

と

尤

も

厚

し
、足

利

高

氏

書

幣

を

具

し

て

之

を

聘

す

れ

ど
も

辭

し

て
往

か

ず
、禪

師

は
、尚

ほ

元

亨

釋

書

三

十

卷
、聚

文

韻

略

五

卷

の

著

あ

り
、皆
禪

門

の

寳

典

た
り

。

解

題



5

濟

北

詩

話

虎

關

禪

師

』師

練

著

或

日
、古

者

言
、周

公

惟

作
昌鴟

鴉
・七

月

ご

詩
叫孔

子

不
v作
F詩
、只

刪
v詩

而

已
、漢

魏

以

降

、人

情

浮

矯
、多
レ

作

v詩

矣

、爾

諸
、予

日
、不
〃然
、周

公

二

詩

者

見

"于

詩

一

者

耳
、竟
轟周

公

世
n豊

唯

二

篇

而

巳

乎
、孔

子

詩

雖

γ
不
γ見
、我
知
目其

爲
昌詩

入

一矣
、何

者

以
蹴其

捌

手

謄也
、方

今

世

人

不
v能
v作
γ詩

者
、焉

能

得
γ刪
γ詩

乎
、若

叉

不
。

作

γ詩

之

者
↓假

有
v捌
、其

編

寧

足
レ行
v世

乎
、今

見
昌三

百

篇
嚇爲
萬

代

詩

法
寔

知
筥仲

尼

爲
昌詩

人
"也
、只

其

詩

不
y傳
レ世

者
、恐

秦

火

耶
、周

公

單

二
、亦

秦

火

也

鸚
　

耳
.不

則

何

啻

二

篇

而

止

乎
、世

實

有
.浮

矯

而

作
囀

・

濟

北

詩

話

或
人
曰
く
、古
者
言
ふ
、周
公
惟
だ
鴟
鴨
・七
月
の
二
詩
を

作
る
、孔

子
詩
を
作
ら
す
、只
だ
詩
を
刪
る
の
み
、漢
魏
以
降
、人

情

淨
矯
に

し
て
、詩
を
作
る
左
多
し
と
、爾
り
や
、予
曰
く
、然
ら
す
、周
公
の
二

詩
は
、
詩
に
見
ゆ
る
者

の
み
、周
公

の
世
を
竟

ふ
る
ま
で
、
豈
に
唯

だ
、二
篇
の
み
な
ら
ん
や
、孔
子
の
詩
は
、見
え
す
と
雖
、
我
其
詩
人

た
る
こ
と
を
知
れ
り
・、何
と
な
れ
ば
、其
の
刪
手
な
る
を

以
て

な

リ
ガ

今
世
人
、詩
を
作
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
.濤
ぞ
能
く
詩
を
刪

る
こ
と
を
得
ん
や
、若
し
又
詩
を

作
る
者
に

あ
ら
ざ
れ
ば
、假
ひ

刪
る
こ
と
あ
り
と
も
、其

の
編
寧
ぞ

世
に
行
ふ
に

足
ら
ん
や
、今

三
百
篇
を
見
る
に
、萬
代

の
詩
法
た
り
.是
れ
仲
尼
の
詩
人
た
る

こ
と
を
知
る
な
り
、只
だ
其

の
詩
、世
に
俾
ら
ざ
る
者
は
、恐
ら
く

は
、秦
火
か
、周
公
の
單
二
も
、亦
秦
火
の
み
、し
か
ら
ざ
れ
ば
、則
何

ぞ
菅
だ
二
篇
の
み
な
ら
ん
や
、世
實
に
浮
矯
に
し
て
而
し
て
詩
を

作
る
者
あ
り
、然
れ
ど
も
、漢
魏
以
來

の
詩
人
、何
ぞ

必
す
し
も
、浮

一
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.
　
日
本

詩

話

叢

書

γ詩

者

一矣
、然

漢

魏

以

來
、詩

人

何

必

例
轟淨

矯
駢耶
、學

「遘

憂
v世
、匡
v君

救
v民

之

志
、皆

形
胴手

緒

言

唱矣
、傳

記

叉

可
レ考

焉
、淨

矯

之

言

吾

不
v取

矣
。

趙

宋

人

詐
v詩
、貴
斟朴

古

凖

淡
崩賤
昌奇

工

豪

麗

著

、爲

レ不
レ蠱

耳

矣
、夫

詩

之

爲
v言

也

、不
嵩必

古

淡

一不
昌必

奇

工

嚇適
v理

而

巳
、大

牽
、上

世

淳

質
、言

遞
昌朴

古
幽中

燈

以

降
、情

僞

見

焉
、言

近
昌奇

工
藩

入

君

子
、隨
レ時

諷

諭

、使
v復
。性

槽
呂
豈

朴

淡

奇

工

之

所
v拘

乎
、唯

理

之

適

而

巳
、古

人

朴

而

不
v逹

之

者

有

矣
、今

入

遶

面

不
γ朴

之
.者

有

矣
、何

例

而

以
唱朴

工

爲̀
昌升

降

」哉
、周

公

之

言

朴

也
、孔

子

之

言

工

也
、二

子

共

聖

入

也
、

寧

以
昌言

之

工

朴

一而

論
v聖

乎

哉
、書

之

交

朴

也
.易

之

交

工

也
、寧
以

昌交

之

工

朴
軸而

論
y經

乎

哉
、聖

入

順

蒔

立
レ言
、腱

蕁

電
v文
、覺

朴

工

云

乎
、然

則

詩

入

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

矯

に
例

せ

ん

や
、迸

を

篳

び

世
を

憂

ひ
、君

を

匡

し

民
を

救

ふ
の

出
心
、皆

緒

一葺

に
形

は

る
、検
叮記

罰又

考

ふ
ベ

ーし
、噸仔
矯
冖の
帯
口
、五
54
れ
'取

ら

究趙
宋
の
人
、詩
を
評
し
て
朴
古
挙
淡
を
貴
び
て
。奇
工
豪
麗
を
賤

む
は
、鑑
さ
す
と
爲
す
の
み
.夫
れ
詩
の
言
た
る
や
、必
す
し
も
、古

淡
な
ら
す
.必
す
し
も
、膏
工
な
ら
す
、理
に
遖
す
る
の
み
、大
率
、上

世
は
、淳
質
に
し
て
、言
は
朴
古

に
近
し
、申
世
よ
ゆ

以
降
、憤
鴇
見

え
、言
は
奇
工
に
近
し
、蓮
人
君
子
.時
に
隨
ひ
て

諷
揄
し
て
.蛭
惰

に
復
ら
し
む
、豈

に
朴
淡
奇
工
に
拘
る

贋
な
ら
ん
や
、唯
だ
理
に

適
す
る
の
み
、古
人
朴
に
し
て

而
し
て
達
せ
ざ

る
者
あ
り
、今
入

逹
に
し
て
而
し
て
朴
な
ら
ざ
る
者
あ
り
、何
ぞ
例
し
て
而
し
て
朴

工
を
以
て
升
降
を

爲
さ
ん
や
、嗣
公
の
言
は
朴
な
り
、孔
子
の
言

は
エ
な
り
、二
子
は
共
に
聖
人
な
◎
、寧
ぞ

言
の

工
朴
を

以
匸
而

し
て
聖
を
論
ぜ
ん
や
、書
の
交
硬
朴
な
り
、易
の

文
は

工
な
り
、寧

ぞ
文
の
工
朴
を
以
て
而
し
て
經
を
諭
ぜ
ん
や
、聖
人
睡
に
順
ひ
て

言
を
立
て
、事

に
應
じ
て
文
を
垂
る
、豈
に
朴
工
を
し
も

云
は
ん

や
、然
ら
ば
則
ち
詩
人
の
評
は
、理
に
合
は
ざ
る
か
。
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之

評

、不
y合
昌于

理
一乎
。

詩

貴

熟

語
一賤
.生

語
h而

上

才

之

者
.時

或

用
昌生

語
「

句

意

豪

奇
.下

才

慣
γ之
、冗

陋

甚

。

詩

賦

以
昌格

律

高

大

輌爲
γ上

漢

唐

諸

子

皆

是

也
.俗

子

不
v知
、只

以
昌誇

大

句

語

一爲
v佳
、寔

可
v笑

也
、若

務
昌

句

語
乏

人
、不
γ顧
昌格

律
「則

大
去
㌣
詩

之

比

也
、大
、言
・

詩

者
、昔

楚

王

職

,柔

玉

輩

戯

爲
轟此

體
h爾

來

相

承
、

或

帯
田
"優

場

之

歡

嬉
嚇蓋

詩

交

幗
戲

也

耳
.豈

風

雅

之

實

語
、與
昌優

揚

之

戲

嘲

竝

按

耶
、近

代

吾

黨

偈

頌

中
、此

弊

多

矣
、學

者

不
v可
レ不
v辨

矣
。

古

語
、後

入

或

誤
d用

風

俗

沿

襲

而

不
v可
v改
v之

者

多

矣

、晉

書

謝

安

傳

日
、公

若

不
v起

如
昌蒼

生

一何
、蒼

生

獪
「言
5黔

黎
嚇故

唐

李

商

隱

詩

日
、可
v憐

夜

牛

虚

前
γ席
、不
v問
蒼

生

簡

昌鬼

紳
n意

與
γ前

同
、凡

唐

宋

詩

　
　
　
　
　

濟

北
詩

簫

詩

は
、熟

語

を
貴

び

で
生

語

を

賤

し

む
、而

し

て

上

才

の
者

は
.時

に
或

は
生

語

を
用

ぴ
、句

意

豪

奇

な
酔
、
下
才

の

も

の

は
.之

れ

に

慣

る
れ

ば
、冗

階

甚

し

、

詩

賦

は
、格

律

高

ナ
.を

以

て
上

と

爲

す
.溝
唐

の
諸

子

皆

是

れ

な

り

、俗

子

は
知

ら
す

し

て
、只

だ

誇

大

の
句

語
を

以

て

佳

と

爲

す

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

建

に
笑

ふ

べ
き

な
り

、若

し

句
語

の
み

を

務

む

る

の
入

、格

律

を

顧

み

ざ

れ

ば
、則

ち
太

言

詩

の
比

な

り
、大
薨
?
詩

と

は
.昔

楚

王

宋

玉

華

と

戲

れ

に

此

の
體

を
爲

ず
.爾
來

損

承

け
、或

は

優

場

の

歡

嬉

に
當

つ
、蓋

、詩

の

}
戲

の

み
、豈

に

風
雅

の
實

語

と
.優

場

の

戯

嘲

と
、竝

び
按

ぜ

ん

や
、近

杙
、吾

が

黨

の
偈

頌

中

に
、此

の
弊

多

し

、學

者

辨

ぜ

ざ

る

べ

か

ら

す
。

古
語
は
、後
人
或
は
風
俗
の

澹
襲
を

誤
用
し

て
、而
し
て

之
れ
を

改
む
べ
か
ら
ざ
る
者
多
し
、晉
書

謝
安
傳
に

曰
く
、公
若

し
起
た

ざ
れ
ば
蒼
生
を

如
何
ん
せ
ん
と
、蒼
生
と
は
、獪
黔
黎
と
言
ふ
が

ご
と
し
、故

に
唐
の
李
商
隱

の
詩
に

曰
く
「憐

脅
可
し
夜
牛
に
虚

し
く
席
を
前
め
、蒼
生
を
問
は
す
し
て

鬼
脚
を
問
ふ
」と
、意
、前
と

同
じ
、凡
そ
唐
宋

の
弛畦
バ
、蒼
生
と
使
ふ
者
は
、皆
是
れ
な
り
、予
按

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
、
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日

本

詩

話

叢

書

驪
　

人
、使
"蒼

生
贈者
、皆

是

也
、予

按
、虞

書

日
、禹

日
、愈

哉

.

6

帝

光
睇天

之

下
嚇至
覺海

隅

蒼

生
「孔

氏

傅

日
、蒼

蒼

然

生
畠草

木
嚇夫

蒼

生

之

言
、先
レ是

未
v聞

、然

後

賢

戻

γ經

何

乎
、若

叉

後

賢

棄

昌安

國

陶而

別

有
v旨

耶
。

或

周
、陶

淵

明

爲
ガ詩

人

之

宗

剛實

諸
、日
、爾
、毳
レ警

毳

v美

乎
、日
、未

也
、其

事

若

何
、日
、詩

格

萬

端
、陶

氏

只

長

昌沖

澹
鞠而

巳
、豈

毳

美

哉
、蓋

文

辭
、施
昌于

野

族

窮

寒
一者

易
、敷
昌于

官

閣

富

盛

一者

難
、元
亮

者

衰

晉

之

介

士

也
、故

其

詩

、清

淡

朴

質
、只

爲
v長

"
一
格
一也
、不

レ
可

レ言

爲全

才

【矣

、叉

、元

亮

之

行

、吾

獪

有

v議

焉

、
爲

囀彭

澤

令
嚇纔

數

十

日

而

去
、是

爲
"傲

吏
嚇豈

大

賢

之

擧

乎
、何

也
、東

晉

之

末
、朝

政

顳

覆
、況

僻

縣

乎
、其

官

吏

可
v測

矣
、元

亮

寧

不
昌先

識
一哉
、不
レ受
v印

巳
、受
、則
'

令
.彭

澤

民

見
"仁

風

於

巳

絶
一聞
緲徳

數

於

久

亡
畠豈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四

す

る

に
、虞

書

に

曰

く
、高

曰

く
、兪

る

か
な

帝
、
天

の

下

に

光

り
.

海

隅

の
蒼

生

に
至

る
、孔

氏

傳

に

曰

く
、蒼

蒼
然

と
し

て

草

木

を

生
す

、夫

れ

蒼

生

の

言
、是

れ

よ
り

先

き

、未
だ

聞

か

す
、然

る
に
、後

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の

賢

經

に
戻

る
は

何

ぞ

や
、若

し

く

ぼ
、又

後

賢

、安

國
を

葉

て

ゝ
而

し

て
別

に

旨

あ

る
か

。

或
人
問
ふ
、陶
淵
明
は
、詩
人
の
宗
と
爲
す
と
、實
な
り
や
、曰
く
爾

り
、善
を
盡
し
美
を
蠱
せ
り
や
、曰
く
、未
だ
し
、其
の
事
若
何
ん
、曰

く
、詩
格
は
萬
端
な
り
、陶
氏
は
只
だ

沖
澹

に

長
す
る
の
み
、豈

に

美
を
毳
さ
ん
や
、蓋
文
辭
は
、野
族
窮
寒
に
施
す
は

易
く
、官
閣
富

盛

に
敷
く
は
難
し
、元
亮
は
嚢
晉
の
介
士
な

9
、故
に
其

の
詩
、清

淡
朴
質
、只
だ

一
格
に
長
ず
と
爲
す
な
り
.全
才
と

君
ふ
べ
か
ら

す
、叉
、元
亮
の
行
、吾
れ
獪
議
す
る
こ
と
あ
り
、彭
澤
の
令
と
爲
り
.

纔

に
數
十
日
に
し
て
去
る
、是
れ
傲
吏
た
り
、豈

に
大
賢
の
擧
'.献

ら
ん
や
、何
と
な
れ
ば
、東
晉
の
來
、朝
政
歟
餐
す
.況
ん
や
僻
縣
を

や
、共
の
官
吏
た
る

洳
る
べ
し
、元
亮
寧
ぞ

先
に
識
ら
ざ
ら
ん
や
、

印
を
受
け
ざ
れ
ば
已
む
、受
く
れ
.ば
、則
ち
彭

澤
の
民
を
し
て
、仁

風

を
巳
絶
に
見
、徳
教
を
久
亡
に
聞
か
し
め
ぱ
、豈
に
偉
な
ら
ず

や
、夫
れ

一
縣
清
く
し
て
、而
し
て

一
郡
學
び
.
一
郡
學
び
て
.而
し

て

一
國
教

へ
易
し
、何
ぞ
天
下

四
海
、化
に
漸

せ
ざ
る
こ
と
を

知
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不
γ偉

乎

哉

央

一
縣

清

而

一
郡

學

焉
、
一
郡

學

而

駆
一

國

易
v欷

焉
、何

知
昌天

下

四

海

不
ツ漸
昌于

化

卩乎
、不
レ

思

γ此
、而
挾
査
ハ
傲

狹
嚇區

雇

較

"人

品

之

崇

庫
嚇競

昌年

に

齒

之

多

寡
h俄

爾

覇

去
、其

智

懐

可
v見

矣
.後

世

聞

γ遘

者

鮮

・矣
、郤

以
昌俄

去
嚇爲

嵩元

亮

之

高
h不
v充
昌
一
薄
∫

矣

、若

言
昌小

縣

不
"足
v爲
v政

者

非

也
、慾

子

之

在
昌單

父

"也
、託

昌五

絃

一而

致
v和

焉

、縢

文

公

之

行
v仁

也
、來

昌

陳

相

於

楚
矣

、七

國

之

時
、滕

爲
昌小

國
嚇魯

國

之

内
、

單

父

爲
昌僻

縣
一然

而

大

賢

之

爲
v政

也
、不
γ言
ソ小

矣
、

況

孔

子

爲
昌委

吏

一矣
、爲
ゴ乘

田
隔矣
、會

計

當

而

巳
、牛

羊

邃

而

巳
、潛

也

何

不
レ復

邪
、潛

之

襄

也
、爲

γ政

者

易

矣
、蓋

潟

人

易
レ爲

v飮

也
、我

恐

元

亮

善
邑於

斯
嚇自
邑

一

彭

澤
門推

而

上
昌于

朝

'者
h寧

有
昌卯

金

之

簒

面乎
、夫

断
　

守
昌潔

於

身

者

易

矣
、行
昌和

於

郵

者

難

矣
、潛

也

可

濟

北

詩

話

ら
ん
や
、此
れ
を
思
は
す
し
て

而
し
て
共
の
傲
狹
を

挾
み
、區

々

と
し
て
人
晶
の
崇
庫
を
較
べ
、年
齒
の
多
寡
を

競
ぴ
、俄
爾
と
し

て
去
る
、其
の
胸
懐
見
る
べ
し
、後
世
道
を

聞
く

者
鮮
し
、郤
つ
て

俄
に
去
る
を
以
て
、元
亮
の
高
と
爲
す
、
一
莞
に
だ
も
充
ら
す
、若

し
小
縣
絃
政
を

爲
す
に

足
ら
す
と
言
は
Ψ
、非

な
り
武
必
子
の
單

父
に
在
る
や
、五
絃
に
託
し
て

而
し
て
和
を
致
す
、滕
の
文
公
の

仁
を
行
ふ
や
、陳

相
を
楚
よ
9
來
せ
り
、七
國
の
時
・縢
は

小
國
た

ゆ
、魯
國

の
内
、單
父
は
僻
縣
た
り
、然
ゆ
,而
し
て

大
賢

の
政
を
爲

す
や
、小
を
言
は
す
、況
ん
油
孔

子
は
委
吏
と

爲
り
、乘
田
と
爲
れ

り
、會
計
當
り
て
已
む
、牛
羊
遂
げ
て
已
む
.濳
や
何
ぞ

復
せ
ざ
る

や
、晉
の
衰
ふ
る
や
.政
を
爲
す
こ
と
易
、し
蓋

渇
…八
に
は
飮
を
爲

さ
し
め
易
け
れ
ば
な
り
、我

恐
ら
く
は
、元
亮
斯
に

善
く
し
、
一
彭

澤

よ
り
、推
し
て
朝
に
上
ら
ば
、寧
ぞ
卯
諭
の
簒

有
ら
ん
や
、夫
れ

潔

を
身
に
守
る

は
易
く
.和
を
邦

に
行

ふ
は
難
し
、濳

は
介
潔

冲
朴
の
士
と
謂
ふ
べ
し
、大
賢
に
非
す
、其

の
詩
は
、其
の
入
の
如

し
、先
輩
の
濳
を
稱
す
る
は
、行
に
於
て
は
介
を

貴
び
、詩
に
於
て

は
淡
を
貴
ぶ
、後
學
委
せ
す
し
て
、語
に
隨
ひ

て
し
て
轉
じ
て
以

て
全
才
と
爲
す
な
り
、故
に
我
れ
詳
に
行
事
を
考

へ
て
詩

に
合
す

と
云
ふ
.

五

O
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日

本

詩

話

叢

書

謂

"介

レ潔

沖

朴

之

士
聯非
昌大

賢

一矣
、其

詩

如
診其

入
門先

輩

之

稱
v潛

也
、於
γ行

貴
レ介
、於
v詩

貴
ゲ淡
、後

學

不
v委
、

隧

y語

而

轉

以

爲
昌全

才
叫也
、故

我

詳

考
昌行

事

"合
己于

詩

云
。

玉

屑

集

、句

豪

胖
v理

者
、以
膩石
-敏
・若

冰

柱

懸
v簷

一

千

丈
、與

噌季

白

白

髪

三

千

丈

之

句

竝

按
、予

謂

不

v
然
、李

詩

日
、自

髪

三

千

丈
、縁
v愁

若
レ箇

長
、蓋

白

髪

生

畠愁

裏

肉入

有
γ愁

也
、天

地

不
v能
v容
v.穐
者

有

矣
、若

許

レ縁
γ愁
、三

千

丈

獪

爲
ジ短

焉
、翰

林

措
ヴ意

極
畠其

妙

騨

也

、豈

比
昼敏

若

之

無
ゾ當

玉

巵
一乎
。

李

白

遞
厩賀

賓

客
"詩

云
、山

陰

道

士

如

相

見
、應
蟹寫
昌

黄

庭

換

夢臼

鵝
畠叉
、王

右

軍

云
、掃
γ素

寫
昌邂

聾

筆

精

妙

入
v紳
、書

罷

簿

鵝

去
、何

曾

別
轟主

人
鞠按
、右

軍

傳
、

寫

鉱
追
徳

經

鞘換
γ鵝
、不
監冩
n黄

庭

經

"也
,臼

雖
昌能

記

7事
.

尉

玉
屑
集
に
、句
豪
に
し
て
理
に
畔
く
者
は
、石
・敏
・若
の
『冰
柱
簷
に

懸

つ
て

一
千
丈
」と
、李
白
の
「白
髪
三
千
丈
」の
句
と
を

以
て
竝
び

按
す
、予
謂

へ
ら
く
、然
ら
す
、李
の
詩
に
曰
く
「白
髪
三
千
丈
、愁
に

縁

つ
て
個
の
若
く
長
し
、」と
蓋
、白
髪
は
愁
裏

に
生
す
、人
、愁
あ
る

と
き
は
、天
地
も
之
れ
を

容
る
ゝ
こ
と
能
は
ざ
る
者
あ
り
、若
し

愁
に
縁
る
と
許
さ
ば
、三
千
丈
獪
短
し
と
爲
す
噛翰
林
意
を

措
く
.

其
の
妙
を
極
め
た
り
豈
に
敏
・若
の
常
無
き
玉
巵
に
比
せ
ん
や
。

李
白
の
賀
賓
客
を
逶
る
詩
に

／
ふ
「山
陰
の
道
士
如
し

相
見
ぱ
.

應
に
黄
庭
を
寫
し
て

白
鵝

に
換
ふ
べ
し
、」叉
、王
右
軍
に
云
ふ
「素

を
掃
ふ
て
道
經
を
寫
し
、筆
精
妙
神
に

入
る
」書
し
罷
ん
で
鵝
を

籠

に
し
て
去
る
、何
ぞ
曾
て

主
人
に
別
れ
ん
、』按
す
る
に
、右
軍
の

傳
に
、道
徳
鵜
を
寫
し
て
鵝
に
換
ふ
と
黄
庭
經
を
寫
す
に
あ
ら
ざ
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先

時

偶

忘

邪
、雪

竇

迭
亀交

政

価偈

云
、因

笑

仲

尼
・温
,匚

伯

雪
、傾
蓋

同
v途

不
γ同
胤
轍

仲

尼
・伯

雪
、圏

鍵

道

存
、

仲

尼
・程

子
、傾
γ蓋

而

語
、明

覺

之

傾

蓋

者
、謫

仙

之

黄

庭

乎
。

杜

詩

・臭

楚

東

南

訴
、乾

坤

日

夜

淨
、注

者

云
、洞

庭

在

目乾

坤

之

内

n其

水

日

夜

浮

也
、予

謂

此

箋

非

也
、

蓋

言

洞

庭

之

闊
、好
γ俘
昌乾

坤

μ也
、如
"注

意
n此

句

不

v活
、客

日
、萬

境

皆

天

地

内

物

也
、洞

庭

若

淨
昌天

地
嚇

湖

在
畠何

處
h日
、不
γ然
、詩

人

造

語

、此

類

不
レ鮮
、王

維

漢

江

詩

日
、江

流

天

地

外
、山

色

有

無

中

、如
齲子

言
朔

漢

江

出
昌天

地

外

一流
舘何

所

一邪
、客

不
F對
。

杜

詩
・題
唱己
、上
,人

茅

齋

一者
、注

岩

日
、歐

陽

脩

云
、僭

齊

-己

也
、古

本
、系

開

元

二

十

九

年
薪

本
、系
鵠天

寳

十

二

載
n皆

非

也
、夫

齊
-己

者

,唐

末

人
、爲

轟鄭

谷

詩

　

　
　
　
　

濟

北

詩

話

る
な
り
、白
・能
く
瑠
を
記
す
と
雖
ど
も
、先
時
偶
弋忘
れ
し
か
、雪
竇

の
交
政
を

途
る
偈

に
云
ふ
「因
の
て
笑
ふ
挿
尼
と

瀝
鮒
雪
と
、蓋

を
傾
け
て
途
を
同
じ
う
し
て
轍
を
同
じ
う
せ
す
、仲
尼
と
伯
雪
と

目
撃
し
て
道
存
す
、仲
尼
と
程
子
と
、蓋
を
傾
け

て
語
る
、明
覺
の

傾
蓋
は
、謫
仙
の
黄
庭
か
。

杜

の
詩
に
「呉
楚
東
南
に
堺
け
.乾
坤
日
夜
に
淨

ぶ
、』注
者
云
ふ
、洞

庭
は
乾
坤
の
内
に
在
り
、其

の
水
日
夜

浮
ぶ
な
り
、予
謂

へ
ら
く
.

此
の
箋
非
な
り
、蓋
し
言
ふ
.洞
庭

の
鬮
な
る
、乾
坤
を
,浮
ぶ
に

好

し
、注

の
意
の
如
く
な
ら
ば
、此
の
句

活
き
す
、客
曰
く
隔萬
境
は
皆

天
地
内
の
物
な
り
、洞
庭
若
し
35
、地
を

淨
べ
ぱ
、湖
、何
れ
の
處
に

か
在
る
、曰
く
然
ら
す
、詩
人
の
造
語
、此
の
類
鮮
か
ら
す
、正
維
の

漢
江
の
詩
に
曰
く
「江
流
天
地
の
外
、山
色
有
無

の
中
、」子
の
言
の

如
き
は
、漢
江
天
地
の
外
に
出
で
ゝ
、何
れ
の

所
に

流
る
ゝ
や
と
、

客
對

へ
す
。

杜
が
詩
の
己
上
人
の
茅
齋
に
題
す
る
者
.注
者
日
ぐ
、歐
陽
修
云

ふ
.侮
齊
己
な
り
と
、古
本
に
は
.開
元
二
十
九
年
に
系
く
、新
本
に

は
、天
寳
十
二
載

に
系
く
、皆
非
な
り
、夫
れ
齊
己
は
、唐
末
の
人

に

し
て
、鄭
谷
の
詩
友
た
り
、謂
ふ
に
、禪
月
・猶
巳
な
ら
ん
、二
人
共

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
　
　
　

5
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汀

本

詩

話
叢

書

　
友

嚇謂

灘
-月

・齊
-己

也
、
二

人

共

參
削遊

仰

川
・石
,霜

會

　

下
嚇麗

書

中
、徃

往

而

見

焉
、去
昌老

杜

殆̀

百

歳
.況

諸

尸
家

詩

中
、不
v言

邑齊

己

長

壽

嗣乎
、注

者

、假
"言

於

六

ご

　
也

、六

一
高

才
、恐

非
γ出
昌其

ロ
一矣
、茅
-齋

巳
・上
・人
、上

字

決

不
レ齊

耳
。

　
老

杜

別
島贊

上

人

詩

、楊

枝

農

在
〃手
、豆

子

雨

巳

熟
、

　
諸

注

皆

非
、只

希

臼

引

梵̀

綱

經
性

轟上

句

楊

枝
{不

レ
及
昌下

句

豆

子
h蓋

此

豆

非
昌青

豆
一也
、澡

豆

也
、梵
-網

十

八

種

申

憎
也
、蓋

此

二

句
、褒
ヨ贊

公

精

齪頭

陀
門諸

　
氏

以
昌青

豆

一解
レ之
、可
レ笑
、而

希

自
、偶

ぐ
引
昌梵
網

一至
"上

　
句

肋不
γ及
昌下

句
h詩

思

精

驫

可
レ見
、緜
v
此
言
v之
、千

家

之

人
、上
驫杜

壇

一者

鮮

乎
。

　
老

杜

葵

府

詠

懐

云
、身

許

雙

峰

寺
、門

求

七

租

輝
、

注

者

以
昌七

佛

"爲
"七

祀

苛

γ笑

也
、儒

人

不
γ見
昌佛

書

嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

仰
山
石
霜

の
會
下
に

參
遊
す
、禪
書
の
中
、往

々
に
し
て
見
ゆ
、老

杜
を
去
る
こ
と
殆
ん
ど
百
歳
、况
ん
や
諸
家
の

詩
中
に
、齊
己
の

長
壽
を
言
は
ざ
る
を
や
、注
者
、言
を
六

一
に
假

る
な
り
、六

一
の

高
才
、恐
ら
く
は
共
の
ロ
よ
り

出
つ
る
に
非
す
、茅
齋
巳
上
人
、上

の
字
、決
し
て
齊
な
ら
ざ
る
の
み
。

老
杜
の
贊
上
人
に
別
る
」
詩
に
「楊
枝
晨
に

手
に
在
り
、豆
子
雨

已
に
熱
す
」諸
注
皆
非
な
り
、只
だ
希
白
は
、梵
網
經
を

引
き
て
、上

句
の
楊
枝
を
注
し
て
、下
句

の
豆
子
に
及
ぱ
す
、蓋
し

此
の
豆
は

青
豆

に
非
す
、澡
豆
な
り
、梵
網

十
八
種
中
の

一
た
り
、蓋
し
此
の

二
句
、贊
公
の
頭
陀
に
精
し
き
こ
と
を

褒
す
、諸
氏
青
豆
を

以
て

之
れ
を

解
す
、笑
ふ
ぺ
し
、而
し
て
希
白
、偶
、、梵
網
を

引
き
て
、上

句
に
至
り
て
、下
句
に
及
ば
す
、詩
思
の
精
鏖
…
見
る
べ
し
、此
れ
に

絲
り
て
之
れ
を
言
へ
ば
、千
冢
の
入
・杜
壇
に
上

る
者
鮮
き
か
。

老
杜
の
憂
府
詠
悽
に
云
ふ
勹身
は
許
す

雙
峰

寺
、門
は

求
む
七
齟

の
禪
、」注
者
七
佛
を
以
て
七
組
と
爲
す
は
、笑
ふ
ぺ
き

ー
り
、儒
人
・

佛
書
を
見
す
、間
.見
る
こ
と
あ
れ
ど
も
.精

し
か
ら
実

故
に
斯
の
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闖

有

γ見

不
y精
、故

有
昌斯

惑
「凡

注

解

之

家
、雖
レ便
昌本

書
{至
「有

雌蓮

錯
唖不
目啻

惑
昌後

學
嚇卻

蠹
昌先

賢
嚇可
伊不
γ愼

哉

、蓋

吾

門

有

昌七

覦

事

"者
、出
'北

宗

也

、紳

秀

之

嗣

有

纏普

寂

一居
聯嵩

山
「煽
昌化

於

長

安
・洛

都

二

宗
釜

庶

多

歸

焉
、因
「是

立
昌紳

秀

爲
昌六

覦
門自

稱
畠七

覦
門曹

溪

門

人

、荷
・澤
・紳
-會
,禪
・師
、臼
γ官

辨
レ之
・爾

後
、北

宗

魍

號

不
γ立

焉
、既
γ謂

紳

會

曾

磨
齢普

寂

碑
噌也
、開

元
・天

寳

之

間
、卿

大

夫

之

欽
副鑑

普

寂

藩

多

矣

、工

部

生
昼

此

時
嚇順
昌時

所
ワ趨
・疑

見
齲普

寂

門

人
一乎

、叉

貞

元

中
.

荷

澤

受
雄七

觝

諡
嚇此

事

工

部

死

而

久

矣
、今

詳
昌詩

義
嚇雖
γ定
昌曹
-溪

宗

趣
嚇獪

旁

聞
"嵩

山

旨
嚇是

亦

工

部

遍

參

之

意

也
、

唐

初

盛

唐

之

詩

人

、有

昌購

答
頁

和
v意

而

巳
、不
"和

v韻
矣
、和
γ意

者
.賈

至

早

朝

昌大

明

宮

詩

、杜
-甫
し王

維
・

濟

北

詩

話
,

惑
あ
り
、凡
そ
注
解
の
家
、本
書
に

便
す
と
雖
ど
も
.違
錯
あ
る
に

至
り
て
は
、霤
に
後
學
を

惑
す
の
み

な
ら
す
、卻

つ
て
先
賢
を
蠧

す
、愼

ま
ざ
る
ぺ
け
ん
や
、蓋
し
吾
が
門
に
、七
組
,の
事
あ
る
は
、北

宗
に
出
つ
る
な
り
、榊
秀
の
嗣
に
、普
寂
と

い
ふ
も
の
あ
り
.嵩
幽

に
居
り
て
、化
を
長
安
・洛
陽
の
二
京
に
煽
す
.士
庶
多
く
館
す
、是

れ
に
因
り
て
、紳
秀
を
立
て
ゝ
六
祗
と
爲
し
.自
ら
七
組
と
稱
ず
、

曹
溪
の
門
人
・荷
澤
紳
會
禪
師
.官
に
白
し
て

之
れ
を
辨
す
、爾
後

北
宗
の
租
號
立
た
す
、謂
は
ゆ
る
紳
龠
曾
て
普
寂
の
碑
を
磨
す
る

な
り
、開
元
・天
寳
の
間
、卿
大
夫
の
普
寂
に
欽
藍
す
る

者
多
し
、工

部
此
の
時
に
生
れ
て
、時
の
趨
く
所
に
順
ぴ
て
.疑
ふ
ら
く
は
、普

寂
の
門
人
を
見
し
か
、又
、貞
元
申
に
、荷
澤
、七
阻
の
諡
を
受
く
、此

の
事
、工
部
死
し
て
而
し
て
久
し
、今
、詩

の
義
を

詳
に
す
る
に
、曹

溪
の
宗
趣
を
定
む
と

雖
ど
も
鴇獪
旁
に
嵩
山

の
旨
を
聞
く
、是
れ

亦
工
部
遍
參
の
意
な
り
。

唐

の
初
め
盛
唐
の
詩
入
の
膾
答
あ
る
は
、只
だ
意
に

和
す
る
の
、

み
韻
に
和
せ
す
、意
に
和
す
る
は
、賈
至
の
早

に
大
明
宮
に
朝
す

る
詩
に
、杜
甫
圭

維
・岑
參
、皆
和

あ
り
、至
の

落
句

に
云
ふ
「共
に

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

誕
、



　{}心一

日
本

詩

話

叢

書

謡

　

岑

參
・皆

有
v和
、至

落

句

云
、共

沐
驫恩

波
鳳

池

裏
、朝

お
0

・,朝

染

v翰

侍

ぼ君

王
{甫

落

句

云
、欲
v知
罸世

掌

緜

綸

美
n

池

上

于
y今

有
"鳳

毛
門維

落

句

云
、朝

罷

須
v裁

五

色

-詔
、佩

聲

嚇

到

鳳

池

頭
、岑

落

句

云
、獨

有
昌鳳

皇

池

誌

沸上

客
鞠陽

春
』

、曲

和

皆

難
」蓋

至

之

父

曾
㍉開

元

間
、

臼

,,堂
ゴ
制

誥
h購

宗

拜

至
吟起

居

舍

入
嚇鵡

居

舍

人

掌
昌制

誥
「故

至

句
、有
髄染
v翰

侍
纏君

王
.之

語
ハ甫

之

世

亡
掌
"絲

綸

」美

呷者
、曾

至

父

子
、玄
-肅

兩

朝
、盛

典

之

謂

矣
、維

'之
・五

色

詔
、叉

同
、四

詩

、皆

有
昌鳳

池
藩

、舍

人

局

前

有
昌鳳

皇

池
轍也
、落

句

岩
、寓

意

之

所

、四

人

句

同

者
、

「和
γ意

、之

謂

一也
、和

韻

者
、詩

話

日
、始
昌于

元

自
門方

今

、元

圏臼

之

,集

、和

韻

多

焉

、晩

唐

詩

人

、多

效

γ之

、
至

"趙

鮗
!宋

天

下
"雷

同
、凡

有
昌賂

寄
門無
v不
r和
γ韻

矣
、予

考
崢古

門藥

元

白

之

前
、有
幽和

韻

一者
、李

,端

病

中

寄

。盧

一綸
詩

【
O

恩
波
に
沐
す
鳳
池
の
裏
、朝

々
翰
を
染
め
て

君
王
に
侍
す
、」甫
の

落
句
に
云
ふ
世
.
絲
綸
の
美
を
掌
る
と
を

知
ら
ん
と

欲
す
、池
上

今
に
鳳
毛
有
り
し維
の
落
40
に

云
ふ
「朝
罷
ん
で
須
ら
く

裁
す
べ

し
五
色
の
詔
、佩
馨
歸
り
到
る
鳳
池
の
頭
」岑

の
落
句
に

云
ふ
「獨

り
鳳
皇
池
上
の
客

の
み
有
り
て
、陽
春
の

一
曲
和
皆

難
し
」と
、蓋

し
至
の
父
曾
は
、開
元
の
間
、制
誥
を

掌
る
、肅

宗
拜
し
て
起
居
舍

人

に
至
る
、起
居
舍
人
は
制
詰
を
掌
る
、故
に

至
の
句
に
「
翰
を
染

め
て
君
王
に
侍
す
る
、」
の
語
あ
り
、甫
の
世
、絲
綸
の
美
を

掌
る

と
い
ふ
は
、曾
至
父
子
、玄
肅

の
兩
朝
、盛
典
の

謂
な
り
、維
の
五
色

の
詔
も
又
同
じ
、四
詩
皆
鳳
池
あ
る
は
、舍
人
の
局
前
に
鳳
・県
池

あ
る
な
り
、薄
句
は
寓
意
の
所
、四
人
の
句
伺
じ
き
は
.意
に

和
す

る
の
謂
な
ゆ
、韻
に
組
す
る
は
、詩
話
に
曰
く
、元
白

に
始
る
と
、方

今
元
白
の
集
に
、和
韻
多
し
、晩
唐
の
詩
人
多
く
之
れ
に
效
ふ
、趨

宋
に
至
り
て
、天
下
雷
同
す
、凡
そ
購
寄

あ
れ
ば
、韻

に
和
せ
す
と

rい
ふ
左
無
し
、予
、古
集
を
考
ふ
る
に
、元
自
の
前
に
和
韻
あ
る
は
、

李
端
の
病
中
に
盧
綸
に
寄
す
る
詩

に
云
ふ
「青
々
た
る
麥
朧
白
雲

の
陰
、古
寺
人
無
く
春
草
深
し
、乳
燕
泥
を

拾

ふ
て
古
井
に
依
珍
、

鳴
鳩
朋
を
拂
ふ
て
花
林
を
歴
、千
年
の
駮
蘚

山
履
明
か
、萬
尺
の

垂
藤
水
心
に
入
る
、
一
た
び
潭
濱
に
臥
し
て

今
老
い
ん
と
欲
す
、

誰
か
知
ら
ん
才
子
忽
ち

相
尋
ね
ん
こ
と
を
し綸
.和
し
て
」云
ふ
「野
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云
弓青

青
・麥

醗

臼

雲

陰

、古

寺

無
γ人

奉

草

深
、乳

燕

拾
γ泥

依
』古

井
嚇鳴

鳩

拂
γ朋

歴
啓花

林
ハ千

年

駮

蘚

明
"

山

,履
嚇萬

尺

垂

藤

入
"水

心
=

臥
昌潭

濱

…今

欲
v老
、誰

「

知

才

子

忽

相

尋
、綸

和

云
、野

寺

昏

鐘

冉

正

陰
、亂

藤

高

竹

水

聲

深
、田

夫

就
v餉

還

依
v草
、野

雉

驚

飛

不
"過
レ林
、齋

沐

暫

思

同
昌靜

室

清

羸

巳

覺

助
v禪

心
、

'
寂

寞

日

長

誰

問
γ疾
、料

君

惟

取
昌古

方

一尋
、是

和

之

押

韻

、者

也
、李
,盧

先

昌元

自

一者

遠

矣
、蓋

端
・綸
、代
-宗

朝

、有
"詩

名
嚇世

號
昌大

暦

十

才

子
嚇所
y謂

吉

中

-孚
・韓
-

翊

・錢
-起
碍司
-筌
-曙

・苗
『發
・崔
-綱
・耿
-諱

・夏
-候
-審
、及

端
・

綸

也
、端

落

句

才

子

者
、此

之
胥謂

矣
、元

自

詩
名
、在
。

憲

宗

乏

元

和

穆

宗

之

長

慶

問
矢

暦

去
"元

和
叫殆

五

十

年
、因
v此
、而

言
、和

韻

不
γ始
◎元

自
「予

熟

思
γ之
、

盛

唐

詩

入
、已

有

和̀

韻
門至
己元

自

一而

盆

亡
繁

耳

,矣
。

　

　

　

　

旨濟

北

詩

話

、

寺

の
昏
鐘
山
正
に
陰
る
.亂
藤
高
竹
水

聲
深
し
、田
夫
餉
に

就
い

て
還
て
草

に
依
る
、野
雉
驚
き
飛
ん
で
林
を

過
ぎ
す
.
齋
殊
暫
く

思
ぶ
靜
室
を
同
う

せ
ん
こ
と
を
、清
鬣
巳
に
覺
ふ
禪
心
を
助

く
る

を
、寂
寞
日
長
く
誰
か
疾
を
問
は
ん
.料
る
に

君
が
惟
だ
古
方
を

取
つ
て
尋
ね
ん
こ
と
を
、」是
れ
和
の
押
韻
せ

る
者
な
り
、李
盧
は

元
白

に
先
つ
こ
と
遠
し
、蓋
、端
綸
は
、代

宗

の
朝

に
詩
名
あ
り
、世

に
大
暦
の
十
才
子
と
號
す
、謂
は
ゆ
る

吉
中
孚
・韓
翊
・錢
起
・司
室

曙
非
田
發
・握
胴
・耿
津
・夏
侯
審
・及
び

端
綸
な
り
、端
の
落
句
の
才

子
と
云
ふ
者
は
、此
れ
を
謂
ふ
な
り
、元
白
の
詩
名
、憲
宗
の
元
和
、

穆
宗
の
長
慶
の
闘
に
在
り
、大
暦
は
元
和
を

去
る

こ
と
、殆
ん
ど

五
十
年
、此
れ
に
因
り
て
、而
し
て
言

へ
ば
、和
韻
は
元
白
に
始
る

に
あ
ら
す
、予
、之
れ
を
熟
思
す
る
に
、盛
唐

の
詩
人
、已
に
和
韻
あ

り
.元
白
に
至
り
て
、而
し
て
釜
.繁
き
の
み
.

勤
灣
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穏

本

詩

話

叢

書

謝
　

唐

玄

宗
、世

稱
"賢

主
嚇予

謂
、
只

是

豪

奢

之

君

也
、兼

　
　

曙
昌于

知
サ人

矣
、其

所
y厚

者
、婦

女

戲

樂
.其

所
v薄

者
、

石

丈

才

官

職

也
、開

元

之

問
、東

宮

官

僚

清

冷
、薛
・令
・

之

爲
昌右

庶

子
n題
"詩

于

壁
白

、朝

日

上

團

團
、照

見

先

生
盤

内盤

中

何

所
y有
、苜

蓿

長

闌

干
飯

澁

匙

難

γ綰
"羹
稀

節

易
v寛
、無
目以

謀
呂朝

夕
嚇何

由

保
昌歳

寒
n朋

皇

行
昼東

宮

騨見
γ之
.書

昌其

傍

臼

、啄

木

觜

距

長
、鳳

皇

毛

勿

短
、若

嫌
昌松

桂

塞

門任
v逐
昌桑

楡

暖
n依
v此

令

、之

謝
γ病

歸

、唐

吏

云
、開

元

時

、米

斗

五

錢
、國

家

富

贍

、

然

東

宮

官

僚
、何

冷

至
v此

邪

、有

司

不
y暇
v櫨

乎
、明

皇

若

或

聞
レ之
、須
5大

驚

督

譴

門儻

自

見
、盍
卞斥
昌有

司
の

勵

卿僚

屬
拍而

徒

賦
菖閑

詩

一聽

"謝

歸

一乎
、叉
、王
,維

侍
昌金
、

鑾
、殿

孟

浩

然

潛

往

商
昌較

風

雅
肉玄

宗

忽

幸
爲維

所
嚇

浩

然

錯

愕

伏
。牀

下
門維

不
昌敢

隱
舶明

皇

欣

然

日
、素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

=
鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

參

唐
の
玄
宗
は
.世
に
賢
主
と

稱
す
.予
謂

へ
ら

く
、只
だ

是
れ
豪
奢

の
君
な
り
、蓑
て
人
を
知
る
に
暗
し
、其
の
厚

く
す
る
所
の
者
は
、

婦

な
戲
樂
、其
の
薄
く
す
る
所
の
者
は
、文
才

官
職
な
り
、開
元
の

聞
、東
宮

り
官
僚
清
冷
な
b
、薛
-令
・之
、右

庶

子
と
爲
り
、詩
を
壁

に
題
し
て
曰
く
魂朝
日
上
つ
て
團
々
、照
し
見
る
先
生
の
盤
.盤
中

何
の
有
る
所
ぞ
、苜
蓿
長
じ
て
闌
干
、飯
澁
つ
て

匙
綰
し
難
く
、羮

稀
に
し
て
筋
寛
し
易
し
、以
て
朝
夕
を

謀
る

無
し
、何
に
由
つ
て

か
歳
塞
を
保
た
ん
」と
、明
皇
、東
宮
に
行
き
て
之
れ
を
見
、共
の
傍

に
書
し
曜占

《
.豚
木
觜
距

長
し
、鳳
皇
毛
羽
短
し
、若
し
松
桂
の

塞
を
嫌
は
ゞ
、桑
楡
の
暖
を
逐
ふ
に
仟
す
e
此
れ
に
依
り
て
、令
-之

病
と
謝
し
て
歸
る
、唐
史
に
云
ふ
、開
元
の
時
.米
斗
に

五
錢
、國
家

竄
贍
な
り
と
、然
れ
ど
も
、東
宮
の
官
僚
、何
ぞ
冷
し
て
此
に

至
る

や
、有
司
憧
む
に
暇
あ
ら
ざ
る
か
、明
皇
若
し

或
は
之
れ
を
聞
か

ば
、須
ら
く
大
に
驚
き
て
督
譴
す
べ
ー
、儻
し
自
ら

見
れ
ば
、盍
ぞ

有
司
を
斥
け
て
僚
矚
を
勵
さ
ざ
る
、而
し
て
徒

に
閑
詩
を
賦
七
て

謝
歸
す
る
π
聽
す
や
、又
、王
維
、金
鑾
殿
に
侍

す
.孟
浩
然
潛
に
往

き
て
風
雅
を
商
較
す
、玄
宗
忽
ち
維
の

所
に
幸
す
、
浩
然

錯
愕
し

て
牀
下
に
伏
す
、維
敢
て
隱
さ
季
、明
皇

欣
然
と
し
て

曰
く
、素
よ

、

り
其
の
人
を
御
け
り
止
、因
り
て
召
し
見
る

芝
を
…得
た
り
、詔
し

て
詩
を
念
せ
七
む
「北
闢
…上
書
を

休
壱
、南
山
舊
閭
に
帰
る
、不
才



6

～
聞
昌其

入
茵

得
君

見
認

念
γ詩
、北

闕

休
島上

貧

南

由

歸
6舊

閭
剛不

才

明

室

棄
、多

病

故

入

疏
、明

皇

憮

然

日
、股

未
昌曾

棄
蟹人
,自

是

卿

不
v求
v逕
、奈

何

有
"此

作
嚇

因

命

肺

終

南

山
門因
v此

而

言

、玄

宗

非
γ不
.蕾

愛
τ才
、

叉

不
v知
レ詩

矣
、蓋

不

才

明

主

棄

者
、貞

責

之

句

也
.

夫

士

之

負
y才

也
、不
v待
ド逶

而

承
『詔

者

有
レ之
、待
レ進

而

承
v詔

者

有
y之
、不
v待
v進

而

承
v詔

藩
、上

才

也

.待

r進

而

承
v詔

者
、中

才

也
、浩
-然

以
昌中

才

一望
昌上

才
嚇故

託
"句

而

自

責
、言

上

才

考
、不
v待
レ…進

而

有
v詔
、浩

然

未
v奉
シ詔
、是

爲
昼昭

主

研
"棄

也
、明

皇

少
噛}詩

思
『卻

咎
邑

浩

然
h可
v笑
、然

玄

宗

自

言
、素

聞
墨共

人
嚇其

才

可
レ測
、

不
鵞細

思
昼詩

句
門卻

疏
y之
、何

乎
、又

李

自

…進
昌清

卒

調

　
　

三

詩
n眷

遇

尤

渥
、而

高

力

士

以
靴

怨
譖

昌妃

子
嚇依

蹠
　

"之
見
レ黜
『
嵯

乎
、玄

宗

之

不
γ養
γ才

者

多

矣
、昏
昌于

知
贐

濟

北

詩

話

明
主
棄
つ
、多
病
故
人
跣
ん
す
、」と
、明
皇
撫
然
と
し
て
臼
く
、験
未

だ
曾
て
人
を
棄
て
す
、自
ら

是
れ
卿
進
む
を

求
め
す
.奈
何
ぞ
此

の
作
有
る
や
と
、因
り
て
命
じ
て
終
南
山
に
歸
ら
し
む
、此
れ
に

因
り
て
而
し
"て

言

へ
ば
、玄
宗
、啻
に
才
を

愛
せ
ざ
る
の
み
な
ら

す
、叉
、詩
を

知
ら
ざ
る
な
り
、蓋
し
「不
才

明
主
棄
つ
」と
は
、自
ら

責
む
る
の
句
な
り
、夫
れ
士
の
才
を

負
ふ
や
、進
む

こ
と
を
待
た

す
し
て
而
し
て
詔
を
承
く
る
者
之
れ
有
り
、進
む
こ
と
を
待
ち
て

而
し
て
詔
を
承
く
る
者
之
れ
有
り
、進

む

こ

と

を
待
た
す
し
て

而
し
て
詔
を
承
く
る
者
は
、上
才
な
り
、進
む

こ
と
を

待
ち
て
而

し
て
謂
を
承
く
る
者
は
申
才
な
り
、浩
然
、中
才
を

以
て
上
才
を

望
む
、故
に
句
に
託
し
て
而
し
て
自
ら
責

む
、書
ふ
は
上
才
は
、進

む
こ
と
を
待
た
す
し
て
而
し
て

詔
あ
り
、浩
然
、未
だ

詔
を

奉
せ

す
、是
れ
明
主
に
棄
て
ら
る
ゝ
な
り
、明
皇
、詩
思
少
く
し
て
、郤
つ

て
浩
然
を

咎
む
、笑
ふ
べ
し
、然
れ
ど
も
、玄
宗
自
ら
言
ふ
、素
と
よ

り
其
の
人
を
聞
く
と
、其
の
才
測
る
蛭

、細

に
詩
句
を

思
は
す
、

卻

つ
て
之
れ
を

蹟
ん
す
る
は

何
ぞ
や
、叉
、李
白
.清
華
調
の
三
詩

を
進
む
、眷
遇
尤
も
渥
し
、而
し
て
高
力
士
、靴

の
怨
み
を

以
て
妃

子
に
譖
す
、之
れ
に
依
り
て
黜
け
ら
る
、嗟
乎
、玄
宗
の
才
を
養
は

ざ
る
者
多
し
.人
を
知
る
に
昏
き
か
、沈
香
亭
を

建
て
ゝ
妃
予
を

賞
し
、梨
花
園
を
營
み
て

婬
樂
を
縦

に
す
、鬮
難
舞
馬
の
費
、其

の

一
三



説6

　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

γ人
乎

、建

昌沈

香

亭

「賞
一妃

子
蔘
、"梨

花

園
羅

昌婬

樂
嚇騾

鷄

舞

罵

之

費
、其

侈

靡
.…不
v可
ヴ言

矣
、何

厚
v彼

而

薄

ノ此
乎
、只

其

開

元

之

盛

也
、姚

宋

之

功

也
、及
"李

林

甫

爲
ガ
相
、敗
v國

蠹
v賢
、無
v所
v不
レ至
、晩

年

語
昌高

力

士
覇

日
、海

内

無

事

、膜

將
ゴ
吐

納

導

引
h以
昌天

下

事

輌付

馳林

甫
嚇迷

而

不
v反

者

乎
。

韋

蘇

州

集
、有
智雪

中

聞
昌李

憺

過
"門

不
ワ訪
,・詩

亀云
、度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

v門
能

不
レ訪
、冐
レ雪

屡
ζ
西

東
、巳

想

人

如
v玉
、遙

憐

馬

似

v廳
、乍

迷

金

谷

路

稍

變

上

陽

宮
、邏

比
昌相

思

意
嚇

紛

紛

正

滿
v室
、夫

常

人

賦
レ詩

也
、著
昌意

於

頷

頸

二

聯
砺

緩
"初

後
苡

頓故

讀

至
昌終

篇

一少
v味

矣

、今

此

落

句
、借
驫雪

態

度
h而

寄
「心

焉
一句

法

妙

麗

、意

思

高

大
、

「可
7爲
包百

世

之

範

模

輛麌

予

愛
亀退

之

聯

句

句

意

雄

奇
而

至
'遙

岑

出
馳寸

碧
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

侈
糜
言
ふ
ぺ
か
ら
す
、何
ぞ
彼
に
厚
く
し
て
而
し
て
此
れ
に
薄
き

や
、只
だ
其
の
開
元
の
盛
な
り
し
は
、姚
宋
の
功
な
り
、李
林
甫
.相

と
爲
る
に
及
び
、國
を
敗
の
賢
を
蠧
し
、垂
ら
ざ
る
所
無
し
、晩
年

に
、高
力
士
に
語

り
で
曰
く
、海
内
無
事
、朕
將
に

吐
納
導
引
せ
ん

と
す
と
、天
下
の
事
を
以
て
林
甫
に
付
す
、迷

ひ
て
而
し
て
反
ち

ざ
る
者
か
。

韋
蘇
州
集
に
.雪
中
に
李
礪
が
、門
を
過
ぎ
て

訪
は
す
と
聞
く

の

詩

あ
り
諸
く
「門
を
度
り
て
能
く
訪

ぼ
す
、雪
を
冒
し
て
屡
・
西
東
、

己
に
惣
ふ
入
玉
の
如
し
、遙
に
憐
む
馬
驢
に
似
た
り
、乍

ち
迷
子

金
谷
の
路
、稍
.、變
す
上
陽
宮
、還
て
相
思
の
意

に
比
す
、紛
々
と
し

て
正
に
筌

に
滿

つ
、」夫
れ
常
人
の
詩
を

賦

す
る
や
、意
を
頷
頸
の

二
聯
に
著
け
て
、而
t
て
初
版

を
綏
に
す
、故
を

以
て
、讀
み

て

終
篇

に
至
り
て
味
少
し
、今
此
の
落
句
、雪
の
態
度
を
借
か
て
而

し
て
心
を
寄
す
、句
法
妙
麗

に
し
て
、意
息
高
大
な
り
.百
世
の
範

模
と
爲
す
べ
し
。

予
.退
之
の
聯
句

の
句
意
の
雄
奇
な
る
を

愛
す
、而
し
て
勹遙
岑
寸

馬



捗

～　　　
遠

目

櫓
ゆ雙

明
h以

爲

後

句

不
v及
昌前
句

叫後

昆
昌謝
,逸

詩

忽

逢

隔
レ水
　

出

碧
、不
v覺

墓
v頭

雙

眼

明
門始

知

韓

聯
、圓

美

渾

醇
、凡

詩

人

取
髄前

輩

兩

句

一竝

用

者
、

皆

無

韻
、然

此

謝

聯
.不
v覺
レ醜

、豈

其

奪

胎

乎
。

唐

宋

代
、立

邊

功
嚇多

因
昌嬖

幸

不

才

之

臣
一也
.蓋

才
,

者

及

第

得
v官
、不

才

岩

雖
織嬖

幸
嚇無
レ由
v官
、故

立
屯遊

　

功

一取
昌封

侯
n唐

曹

松

詩

云
、憑
v君

莫
レ話

封

侯

事
、
一

　
將

功

成

萬

骨

枯
、宋

劉

貢

父

詩

云
、自
v古

癖

功

縁
』

底

事
門多

因
.ヨ嬰

倖

欲
巖封

侯
ハ不
レ如

直

與
"黄

金

印
肉惜

取

沙

場

萬

髑

瀞嗤
今

時

殫
-家
.據

論大

刹

著

、以
昌邊

鄙

小

院
、茅

屋

三

五

間

者
「申
v官

爲
昌定

額
嚇黨

援

假

名

之

徒
、差

爲
驫住

持
嚇或

居

一
夏
、或

孚

歳
、急

廻
昌本

屮

街

昌長
'老

西

堂

之

號

位
門賓

主

相

…欺
、宗

風

隧

レ地
、不
γ

絣
　

謂

唐

宋

弊

政
、移

在
昌我

門

中
一乎
、彼

假

名

練

若

徒
、

濟

北

詩

話

碧
を
拠
す
塾遠
目
雙
明
を
増
す
た

至
り
て
.以
爲

へ
ら
く
、後
句
ば

前
句
に
及
ば
す
と
、後
に
謝
逸
の
詩
の
「忽
逢

ふ
水
を

隔
て
ゝ

一

山
碧
な
り
、覺
免
す

頭
を
擧
げ
て

雙
限
明
か
な
り
」と
い
ふ

を
見

て
、始
め
て
韓
の
聯
の
圓
美
渾
醇
な
る
を

如
る
,凡
そ
詩
人
か
前

輩
の
爾
句
を
取
り

て
竝
び
用
ふ
る
者
、皆
韻
無
し
、然
れ
ど
も
、此

の
謝
の
聯
は
醜
を
覺
烹
す
、豈
ん
ど
其
れ
奪
胎
か
。

唐
宋
の
代
、邊
功
を
立
つ
る
は
、多
く
は
嬖

幸
不
才
の
臣
に
因
る

な
り
、蓋
し
才
者
は
及
第
し
て
宮
を
得
、不
才
者
は
、嬖
幸
と

雖
ど

も
、官
に
由
る
こ
と
無
し
、故

に
邊
坊
を
立
て
ゝ
封
侯
を

取
る
、唐

の
曹
松
の
詩
に
云
ふ
「君
に
憑

て
話
ず
る

こ
と
莫
れ
封
侯

の
事
、

一
將
'功
成
つ
て
萬
骨
枯
る
し宋
の
劉
貢
父
の
詩
に

云
ふ
「古
よ
り

邏
功
底
事
に
縁
る
、多
く
は
嬖
倖
の
封
侯
た
ら
ん
と
欲
す
る
に
因

る
.如
か
す
直
に
黄
金
の
印
を
興

へ
、措
取

せ
ん

沙
場

の
萬
髑
髏
」

と
、今
時
、禪
家
の
大
刹
に
據
る
者
、漫
鄙
の

小
院
.茅
屋
三
五
聞
な

る
者
を
以
て
、官
に
申
し
て
定
額
と

爲
ず
、黛
援
假
名
の
徒
、差
し

て
佳
持
と
爲
す
、或
は
居
る
こ
と

一
夏
或
は

牟
歳
.急
に
本
山
に

廻
り
て
、長
老
西
堂
の

號
位
を
衒

ふ
、賓
主

相
欺
き
渦宗
風
地
に
塗

つ
、謂
は
ざ
り
き
、唐
宋

の
弊
政
移
夢
て
我

が
門
中
に
在
ら
ん
と

は
、彼
の
假
名
練
若
の
徒
、漫
刹
に
在
り
て
鴇掠
虚
設
話
、狂
妄
伎
倆
、

淨
信
を
勾
引
し
て
.邪
途
に
鰌
沒
す
、此
の

輩
寰
宇
に
匆
轟で
り
、鬢

】
五



一い～一一へ㎝

日

本

詩

話

叢

書

嬲
　

在
昌邊

刹
「掠

虚

読

話
、狂

妄

伎

倆
、勾
"引

淨

信
門陷
副沒

6

邪

途
門此

輩

盈
β寰

宇
嚇吾
"末
"之

如

何
嚇詩

人

所
v歎

者

身

命

而

已
、我

所
v伯

者

性

命

而
・巳
、彼

亡

一
世
、此

亡

曠

劫
、鳴

呼
、立
"邊

功

著

、非

昌嬖

幸

之

罪

也

.唐

宋

帝

王

之

罪

矣
、立
鼻邊

號
著

、非
恩唖

羊

之

罪
也

、大

刹

住

持

之

罪

矣
、詩

話
、玉
,局
-文

詠
γ雪

八

首
、聾

色

氣

味
、富

貴

勢

,力

也
、尤

爲

驫新

奇
n然

其

貴

詠

日
、海

風

吹
7浪

去
"無

邊
h倏

忽

凝

爲
昌萬

頃

皿

五

月

京

塵

潟
昌

人

肺
肉不
v知

價

直

幾

多

錢
、顛

爲
己小

疵
h夫

貴

之

義

ご

焉
、
一
品

種

、二

價

颪
、蓋

警

貴

之

貴
、日
"品

種
嚇非
亀

價

直

㌦也
、今

此

章

日
、價

直

似
昼相

乖
一矣
、詩

人

之

被

昌

語

牽
}者
、往

往

而

在

焉
、前

篇

恐

亦

爾

輿
、戲

補

正

日
、來

時

正

見

薗
皺雲

霽
嚇知

是

渠

儂

出

處

高
、翠

潔

形

容

無
昌點

汗
n想

應
"天

胤

補

仙

曹
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

之
れ
を
如
何
ん
と
も
す
る
こ
と
な
し
、詩
人
の
歎
く

所
の
者
は
、

身
命
の
み
、我
が
怕
る
ゝ
所
は
、性
命

の
み
、彼
の
亡
は

輔
世
、此
の

亡
は
曠
刧
、鳴
呼
、邊
功
を

立
つ
る
者
は
、嬖
幸
の
罪
に
非
ざ
る
な

り
、唐
宋
帝
王
の
罪
な
り
.邏
號
を
立
つ
る
者
は
、唖
羊
の
罪
に
非

ざ
る
な
り
、大
刹
住
持
の
罪
な
り
。

詩
話
に
、玉
局
文
の
雪
を
詠
す
る
八
首
、聲
色
・無
味
・富
貴
・勢
力
な

り
、尤
も
鼾
奇
と
爲
す
、然
れ
ど
も
、其
の
貴
詠
に
曰
く
「海
風
浪

を

吹
い
て
無
盪
に
去
り
、倏
忽
凝
つ
て
萬
頃
の

田
と
爲
る
、五
月
京

塵
人
肺
を

渇
す
、知
ら
す

價
直
幾
多
の
錢
」と
、頗
る
小
瘍
あ
り
と

爲
す
、夫
れ
貴
の
義
は
二
つ
、
}
は
品
種
、二
は
價
直
な
り
、蓋
し
富

貴

の
貴
は
、晶
種
を
日
ふ
、價
直
に
は

非
ざ
る
な
り
。今

此
の
章
に

日
ふ
價
直
は
、相
乖
く
に
似
た
り
、詩
人
の
語
に
牽
か
る
ゝ
者
、往

々
に
し
て
在
り
、前
篇

恐
ら
く
は

亦
爾

ら
ん
か
、戯
れ
に
補
正
し

て
曰
く
「來
時
正
に
見
る

雲
雰
よ
り
す
、知
る
是
れ
渠
儂
出
處
の

高
き
を
、至
潔
な
る
形
容
黜
抒
無
し
、憩
ふ

應
に

天
胤

補
仙

の
曹

な
る
ぺ
し
。」
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王

梵

志

詩

日
、城

外

土

鰻

頭

、灘

草

在
"城

裏

一毎
v人

喫
昌
一
簡
触莫
γ嫌

沒
#滋

味
門黄

田

谷

見
レ之

日
、巳

且

爲
『

土

饅

頭
嚇當
v使
昌誰

食
7之
、束

坡

易
昌後

二

句

"日
、預

先

著
昌酒

麌

使
v敏
v有
昌滋

味
圓

-悟
-禪
-師

日
、東

坡

未
γ叢
6

餘
興

嚇足
成
昌四

韻

一日
、城

外

土

饅

頭
、賺

草
在
出城
裏

肉著

群

哭

相

迭
、入

在

"土

皮

裏
嚇次

第

作
昌賺

草

門相

迭

無
繍

窮

已
門以
び茲

警
"世

人
哨莫
昌開
y眼

贐

睡
嗣予

日
、甚

矣

哉
、

風

雅

之

難
レ能

乎
、F
,大
-老

皆

未
γ到
"于

極

鱒矣
、蓋

梵

志

者
、意

封

句

不
γ到
、東

坡

放

而

不
γ警
、矣

圓

悟

警

而

不
レ精

矣
、只

浩

翕

之

論

亦

佳

矣
、然

無
γ句

何

哉
、

.
取
昌梵

志

之

到

者

ハ效
昌蘇

公

之

改
一日
、無

常

・鬼

餮

饕
、

筒

箇

好
"滋

味
晒叉
、梵
-志

只

解
γ警

。世

人

一而

巳
、吾

輩

豈

受

嚇

調

駒乎
、作
◎
一
頌

臼

、林

17

鐵

饅

頭
、賺

皮

堅

匠
y毀
、無

常

鬼

齒

擢
、被
號

昌金

剛

僻
薦

蓋
餘

興

云
γ爾
。」

　
　

　
　
　

濟

北

詩

話

王
梵
志
の
詩

に
曰
く
、城
外
の
土
饅
頭
セ賺
草
城
裏

に
在
り
、人
毎

に

剛
箇
を
喫
す
、嫌
ふ
莫
れ

滋
味
沒
き
を
」黄
山
谷

是
れ
を

見
て

曰
く
、ヨ
に
且
つ
土
饅
頭
と
爲
す
、當

に
誰
を
し
て

之
れ
を

食
は

し
む
べ
き
と
、東
坡
、後

の
二
句
を
易

へ
て
曰
く
「預
め
先
づ

酒
澆

を
著
し
、滋
味
有
ら
し
め
ん
」と
、圓
悟
禪
師
曰
く
、東
坡
未
た
餘
興

を
盡
さ
す
と
、足
し
て
四
韻
を
成
し
て

日
ぐ
「城
外

の
土
饅
頭
、賺

草
城
裏

に
在
り
、著
群
哭
斜
逡
り
、入
り
て
土
皮
の
裏
に

在
り
、次

第
に
賺
草
と
作
り
、相
逡
り
て
窮
巳
無
し
、茲
を
以
て

世
人
を
警

む
、眼
を
開

い
て
膝
睡
す
る
こ
と
莫
れ
、」予
曰
く
、甚
し
い
か
な
、風

、

雅

の
能
し
難
き
や
、三
大
老
皆
未
だ
趣
に
到
ら
す
、蓋
し
梵
志
は
、

意
到
り
て
句
到
ら
す
、東
坡
は
、放
に
し
て
而
し
て
警
な
ら
ず
、圓

悟
は
警

に
し
て
而
し
て
精
な
ら
す
、只
だ

濳
翁
の

論
も

亦
佳
な

り
、然
れ
ど
も
、句
無
き
は
何
ぞ
や
.梵
志
の
到
れ

る
者
を

取
り
て
、

蘇
公
の
改
に
效
ひ
て
曰
く
「無
常
鬼
餮
饕
、箇

々
滋
味
を

好
む
」父
、

梵
志
は
只
だ
世
人
を
警
む
る
こ
と
を
解
す
る
の
み
、吾
が
輩
豈
に

嘲
調
を
受
け
ん
や
、
一
頌
を

作
り
て

曰
く
「林
下

の
鐵
饅
頭
、疎

皮

堅
く
し
て
毀
る
ぺ
か
ら
す
、無
常
鬼
齒
摧
く
、故
に

金

剛
體

と
號

す
、」此
れ
蓋
し
鋒
興
み
爾
か
云
ふ
。山

七

幽
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～

日

本

詩

話

叢

書

貌

鮒

舮翠
隱
。由

玄
・順

菴
圭

姓
,錢

氏
、嗣
臥編

州

支
ゼ提

.

権

-祿

・師
n飴

入
島鳫

蕩

山
門卓
レ捲

復

止
昌杭

州

靈
,隱
・山
n

其

麟
ガ
鳫

山
"有

猿

云
、浪

宕

閑

吟

下
麹

蠻

更

無
=

法

可

帽=思

惟
嚇有
レ人

問

}我

出
、山

意
一藜

コ杖

-頭

挑

縦

.衲
コ

衣

「歸
昌天

竺

山
一有
v偈

云
、事

事

無
-能

、U
不
レ前
、喜

歸
昌

天

竺

一過
昌殘

年

「飢

餐

困

睡

無
畢餘

事
師休
γ論

壼

中

,別

有

v天
、叉
、有

6臨

終

偈

數

句
n.貰

燈

載
γ之

備

矣
、砺

雲

,

臥

-記
コ談

云
、熈

寧

・間
、有

瓢僭

瀋
…順
嚇往
昌來

靈
-隱

天
,竺

輌

以

"偈

句
"向
一寫

閑

中

趣

味
百

、瀬

翫
、
凡

雲
ゼ臥

所
γ談
、

多

正
昌古

縛

之

謬
嚇皆

如
v冶
"據

、然

此

二

偈
,巳

,牧
も廣

燈

中
嚇狡
畠ド瑩

所
で談
、
一
字

無
敗夢
、覺

螢

之

所
ジ
聞

之
、玄
.

順

興
v清

.未
凹皎

如

脚乎
、η
ハ、前

偶
離

⇒鴈

山
}作
、後

稿

歸
昌

天

竺

伽作
、紀
-談

所

v載

、似

"
一
時

之

什
「若

雲
-臥

以
昌二

偈

覆

8天

聖

前
触獪

或

慫

焉
、況

熈

寧

欄

乎
、境
"復

二

」
一
八

杭

州

の
靈

隱

山

の

玄
瀬

菴

キ
、姓

に

錢

氏
、輻

州

の

支

提
悟

禪
郷

に
嗣

ぎ
、始

め
雁

蕩

山

に
入

り

葢

を

卓
・ず
、復

た

杭

州

の

靈

隱

山

に

止

る
、其

の
雁

蔵
を

離

る

亀
と
き

に
.頚

有

り

云

く
.、浪

宕

踟
吟

,翠

徴

を

下

ゐ
.更

に

一
法

の
…思
…惟
す

可

き

無

し
、人

有

の

我

に

出
冖,

山
円
の
出恩
を
憩
凹
へ
ば
」黎

」杖

鎖

に

破

衲

衣
を

挑

く
、』
天
酬
二
山

に

研脚
h
り

て
偈

あ

り

云

く
「專

々
無
能

一
つ
も

払嬰

贏
す

西喜

ぶ

天

竺

に

歸

つ

て
殘

年

を

過

す

を

、飢

餐

困

睡

餘
享

無

し
、詮
Z
,を

休

め
よ

壷

中
「

別

に

天
有

り

と
、』又
、臨

経

の
偈

數

句

あ

り
、廢
燈

に
之

れ
を

載

せ

て
備

れ

り
、而

し

て

雲

臥

紀

談

に

云
ふ
、煕

寧

の
闘

、僣
清

順

と

い

ふ
も

の

あ

韻
、黨
隱

・天
竺

に
在
來

し

て
、偈

向

を

【以

て
、閑

中

の
趣

昧
を
鸚

し
旨

巌

伽
凡
そ
雲
臥
に
談
す
る
所
は
ぞ

は
古

傅
の
謬
を
正
す
、砦
航
あ
る
が
如
し
、然
れ
ど
も
一此
の
こ
偈
、巳
に

廣
燈
中
に
牧
む
底
鬣
の
談
す
る
所
に
校

ぶ
る
に
、
一
字

も
差
ふ
こ

と
無
し
、豈
ん
が
瑩

の
聞
く
所
の
玄
順
と

清
と
、未
だ

皎
如
な
ら

ざ
る
か
、叉
、荊
偈
絃
、雁
山
を
離
る
圭
と
ぎ
に

作
り
、後
偈
は
天
竺

に
讐

と
き
に
作
れ
軌
紀
講

撃

る
所
竺

時
の
什
覇

た
り
、若
し
雲
臥
.二
偈
を
以
て

汎
聖
の
前
に

置
か
ば
、獪
或
は
萢

せ
ん
、況
ん
や
煕
寧
の
悶
を
や
、二
事
を

反
復
す
る
に
い李
撰
之
れ

を

得
た
り
.之
れ
を
以
て
此
れ
を

見
れ
は
噛雲
臥
の
談
す
る
所
の

諸
書
は
.恐
ら
く
拡
、未
だ
然
ら
ざ
る
處
あ
ら

ん
。
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哩

事
h
李

撰

得
v之
,、以
v此

見
〃之
、雲

臥

所
γ談

之

諸

書
、恐

有
炉未
γ然

之

處

一

威

李

間
、林

和

靖

臥
菰

輿

有
昌梅

花

八

詠
飯

働

文
,

忠
,公

稱
嵋賞

共

踈

影

横

斜

水

清

淺
.暗

香

浮

動

月

黄

昏

之

句
嚇山

谷

云
、雪

後

園

林

纔

孕
・樹
、水

邊

籬

落

忽

横

枝

、似

レ膣

輔前

句
一不
レ知

丈

忠

公

何

縁

棄
v此

而

賞
v彼
、文

章

大

檗

亦

如
播女

色

肉好

惡

繋

於

入
肉予

謂

二

聯

美
則

美

矣
、不
v能
γ無
レ疵
、客

云
何
也
、日
、横

斜

之

踈

影
、箕

清

水

之

所
v寫

也
、淨

動

之

暗

香
、寧

昏

月

之

所
v關

乎
一叉

雪

後

牛

…樹

者
、形

似

也
、水

螻

横

枝

者

實

專

也
、二

聯
、上

下

二

句
、=皆

不
v純

矣
、客

蓉
、

諸

象

詩

多

如
v此
、何

責

v之

者

深

耶
、B
、諸

家

皆

放
昌

過

一
著

一者

也
、二

公

採
昌林

詩

一爲
呂絶

唱
粕我

只

以
昌其

謚
レ美

矣

未
"毳
レ善

矣

言
レ之

耳
、古
、今
-詩
∵
話

日
、梅
,罍
,

　
　
　
　
　

濟

北

詩

話

成
畢
の
閥
、林
和
靖
、孤
山
に
臥
し
て
.梅
花
八

詠
あ
り
、歐
陽
交
忠

公
、其
の
「疎
影
横
斜
水
清
淺
、曙
香
淨
動
目
黄
昏
」の
句
を
辮
賞
す
、

山
谷
武
ふ
↓
雪
後
園
林
纔

に
傘
樹
、水
邏
籬
落

忽
横
枝
」は
、前
句
よ

り
も
勝
れ
る
に
似
た

り
、知

ら

す

丈
忠
公
何
に
縁
り
て
此
れ
を

棄

て

ゝ
禰
し
て
彼
を

賞
す
る
や
、紋
章

は
大
概
亦

女
色
の
如
し
.

好
悪
は
人
に
繋
る
と
、予
謂

へ
ら
く
、二
聯
は
、美
は
則
ち
,美
な
り
、

疵
無
き

こ
と
能
は
す
・、客
云
ふ
何
ぞ
や
、曰
く
、樋
斜
の
疎
影
は
、實

に
清
次
δ
寫
す
所
な
ゆ
、浄
動
の
礪
香
は
、寧
ぞ

昏
月
の
關
す
る
・

所
な
ら

广
や
、叉
、雪
後
の
牛
樹
は
、形
似
な
め
、水
邊
の
横
枝
は
、事

實
な
り
、二
聯
冖上
下
の
二
句
、皆
純
な
ら
す
、客
云
ふ
、諸
家
の
詩
、多

く
は
此
の
如
し
、何
ぞ
之
れ
を
責
む
る
こ
と
の
深
ぎ
や
、月
く
、諸

家
は
皆

一
著
を
放
過
す
る
者
な
り
、二
公
は
、林
の
詩
を

探
り
て

総
唱
と
爲
す
、我
只
だ
共
の
美
を
盡
し
未
だ
善

を
譱
さ
ざ
る
を
以

て
之
れ
を
言
ふ
の
み
、古
今
詩
話

に
曰
く
、梅
聖
兪
、王
維
の
詩
を

,

愛
す
、
云
ふ
あ
り
.「柳
塘
春
水
慢
く
、花
塢

夕
陽
遞
し
」と
、善

い
か

な
タ
陽
暹
は
則
ち
花
に
繋

る
.而
し
て
春
水
慢

は
柳
に
繋
ら
ざ
る

な
り
、杜
甫

の
詩

に
云
ふ
「深
山
短
景
を

催
し
、喬
木
高
瓜
な
り
易

し
の
如
き
は
、此
れ
了
に
蝦
黷
無
し
と
、是
く

の
如
き
詩
評
は
、美

を
飽
批
し
善
を
蠱
す
と
爲
す
な
笋
、客
臼
く
、雲
後

牛
樹
も
、亦
實
事

と
爲
す
べ
し
、曰
く
、爾
り
、形
似
の
旬

ご
好
ー

藁
事
の
伺
は
卑
し
、

一
九
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日

本

詩

話

叢

書

兪

愛
昌王
維

詩

'有
v云
、柳
塘

春

水

慢
、花

鳩

夕

陽

遲
、善

矣
.夕

陽

遲

則

鑿
γ花
、臨

春

水

慢

不
レ繋
γ柳

也
、如
昌杜

甫
詩

云
嚇深
山

催
昌短

景
門喬

木
易
昌高

風
嚇此

了
無
轟瑕

類
嚇

如
v是

詩

評
、爲
昌毳
v美

毳

ジ
善
也
、客

日
、雪

後

孚

樹
、亦

可
v爲

昌實

事
百

、爾
、形

似

句
好
、實

事

句

卑
護

者

詳

之
"

古

人

作
v詩
、非
v諷

則

懷
、離

晶此

二
嚇不
昌苟

出
ブ
ロ

矣

、舒
-

王

雨
・過
偶

-書

落

句

云
、誰

識

淨

雲

知
己進

退

h纔

成
唱

霖

雨
"便

蹄

γ山
、是

懐

也
、王

相
訥
…
宗

一解
"印

之

後
、高
"

臥

鉦

鍛

醉
ρ心

内

血
《
晩

捐
レ宅

爲
レ寺

、牛

山

智
-度
・寺

是

也
、知
昌進

退

一之

言
、不
γ爲
ゼ忝

矣

耳
、詩

之

品

藻

甚

難

矣

、晋

王
、荊
、公

謂
δ山

谷

一日
、古

云
、鳥

鳴

山

更

幽
、

我

謂

、不
v若
轟不
γ鳴

山

更

幽
h故

鍾

山

帥

事

落

句

云
、

茅

簷

相

對

坐

終
レ日
、
U
鳥

不
レ鳴

山

更

幽
、著

溪

胡

氏

云
、王

交

海

云
、鳥

鳴

山

更

幽
、荊

公

云
、
一
鳥

不

譲
む
者
之
れ
を
詳
に
せ
よ
。

二
〇

古
入
詩
を
作
る
」諷
に
非
ざ
れ
ば
駕
ち

懐
、此
の
二
を
離
れ
て
は

苟
も
ロ
よ
¢
田
さ
す
、舒
王
の
雨
過
偶
書
の

落
句
に

云
ふ
瀞誰
か

識
ら
ん
淨
雲
の
進
退
を
知
る
を
、纔
に
霖
雨

と
成
つ
て
便
ち
山
に

歸
る
』
と
は
、是
れ
懐
な
り
.王
、紳
宗
に
相
と
し
て
、印
を

解
く
の

後
鍾

山
に
高
臥
し
、内
典

に
心
醉
す
、晩
に
宅
券
捐
て
ゝ
寺
と
爲

す
、牛
山
の
智
度
寺
是
れ
な
り
、進
退
を
知
る
の
言
、忝
と
爲
さ
す
.

詩
の
品
藻
甚
だ
難
し
、昔
、王
荊
公
、山
谷
に
謂

ひ
て
曰
く
.古
に

云

ふ
「鳥
鳴

い
て
山
更
に
幽
な
り
、」我
謂
ふ
に
、鳴
か
す
し
て
山
更
に

幽
な
る
に
若
か
す

と
、故
に
鍾
山
帥
事
の
落
句
に

云
ふ
「茅
簷
相

對
し
て
坐
し
て

日
を
絡
ふ
、
一
鳥
鳴
か
す

山
更
に
幽
な
り
、」蓍
溪

の
胡
氏
云
ふ
、王
文
海
云
ふ
↓
鳥
鳴
い
て
山
更

に
幽
な
り
』荊
公
云

ふ
「
一
鳥
鳴
か
す
山
更
に
幽
な
り
、」其
の
意

に
反
し
て
而
し
て
之

れ
を
用
ふ
、蓋
し
之
れ
を

滑
襲
す
と

言
は
ざ

る
の
み
、予
曰
く
、荊
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ソ鳴
山

更

幽
、反
昌其

意

"而

用
V之
、蓋

不
V言

沿
昌襲

之

"耳
、

予

日
、荊

公

不
レ及
"丈

海

著

遠

矣
、大

凡

物

相

秉

而

成

v奇

.其

奇

多

矣
、不
昌相

鞭
一而

奇
、其

奇

鮮

矣
、文

海

之

句

、即

動

而

靜

也
、粥

公

之

句
、唯

靜

而

巳
、其

奇

鮮

矣

哉

菖

-溪

爲

説
昌其

惑

一甚

矣

。只

反
昌其

意
一而

用

之

者

可

也
、不
γ言
昌漕

襲

者

非

也

、寧

未
k有
轟前

句
嚇而

得

巳後

句

一乎
、若

有
y之

者
、不
v爲
昌佳

句

の矣
、故

云
、詩

之

・品

藻

轄

難

矣
。

王

荊

公

詩
、披

香

殿

上

留
篩朱

輦
「太

液

池

邊

逾
5玉

杯

喃者
、取
昌柳

詞

大

液

波

翻

披
,香

簾

捲
一也
、叉
、北

澗

欲
レ通

南

澗

水
、南

山

正

遶

此

山

雲

岩
、取
"樂

天

束

硼

水

流
　

澗

水
、南

山

雲

起

北

山

雲

也

、又

肘

上

柳

生

渾

不
v管
、眼

前

花

發

即

欣

然

責

取
亨臼

氏

花

發
巴眼

中
一獪

足
レ怪
、梛

生

唱肘

上
一亦

須
ゆ体

也
、此

等

類
、

　
　
　
　
　

濟

北

詩

話

公
は
文
海
に

及
ば
ざ
る

こ
と
遠
し
奄大
凡
物
は
、相
蓑
ね
て
而
し

て
奇
を
成
せ
ば
、其

の
奇
多
し
、相
象
ね
す

し
て
奇
な
れ
ば
、其
の

奇
鮮
し
、交
海
の
句
は
帥
ち

動
に
し
て

而
し

て
靜
な
り
、荊
公
の

句
は
、唯
だ
靜
の
み
、其
の
奇
鮮
い
か
な
、君
溪

爲
ぬ
に
其
の
惑
を

説
く
こ
と
甚
し
、只
だ
其
の
意
に
反
し
て
而
し
て
之
れ
を
用
ふ
る

は
可
な
り
、漕
襲
を
言
は
ざ
る
は
非
な
り
、寧

ろ
未
だ

前
句
有
ら

す
し
て
而
し
て
後
句
を
得
る
か
、若
し

之
れ

有
ら
ば
、佳
句
と
爲

さ
す
、故
に
云
ふ
、詩

の
晶
藻
甚
だ
難
し
と
。

王
荊
公
の
詩
に
「披
香
殿
上
朱
輦
を
留
め
、太
液
池
邊

玉
杯

を
逡

る
』は
、柳
の
詞
の
「大
液
波
翻
り

披
香
簾
捲

く
」と
い
ふ
に
取
れ
る

な
り
、又
↓
北
澗
通
ぜ
ん
と
欲
す
南
澗
の
水
、南
山
正
に
遶

る
北
山

の
雲
」と
い
ふ
は
、樂
天
の
「東
澗
の
水
は
流
る

西
澗
の
水
、南
山
の

雲
ば
起
る
北
山
の
雲
」と
い
ふ
に

取
れ
る

な
り
、叉
「肘
上
柳
生
じ

て
渾
て
管
せ
す
、眼
前
花
發

い
て
脚
欣
然
」と

い
ふ
は
、白
氏
の
「花

限
中
に
發
く
獪
怪
む
に
足
る
、柳
、肘
上
に
生
じ
て
亦
須
ら
く
休

す
べ
し
しに
取
れ
る
な
り
、此
等
の
類
、往

々
に
在
り
、夫
れ
詩
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
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口

本

詩

話

臙嬢

書

往

=往

窪

焉

,夫

詩

人

剽

竊

岩

常

也
、然

有
繍三

竊

h竊

9

り勢
爲
γ上
、竊
γ意

爲
レ中
、竊
v詞

爲
γ下
、其

竊
レ詞

者
、
一
詩

中
.
一
句

之

一
兩

宇

耳
、獪

爲
v下

也
、
一
蓮

雙

偶

竝

取

、寧

非

瓠下

下

一邪

、或

日

、
U

連

雙

偶

、實

非

也

.恐

鋼

.冂

公

暗

合

耳
、予

日
、他

人

或

恕

焉
、荊

公

不
v赦

矣
、王
,

氏

卆

居

衒
轟記

覽
百

家

衣

詩

自
5荊

公
一始
、梛

詞
・臼

句
.常

人

之

所
昌口

占
一也
、王

氏

豊

不
γ記

乎
、只

是

荊

公

非

昌狐

自

手

之

所
致

乎
。

遯

齋

閑

覽

云
、凡

詠

レ梅

多

詠
v白
、而

荊

公

詩
、獨

曇
、

鬚

撚

黄

金

危

欲
v縫
、蔕

團

紅

蝋

巧

能

裝
、丕

惟

造

語

巧

賊
h叮
レ謂
黨能

道
昌入

不
v到

處
一矣
、荊

公

此

詩
、麗

　
　
　
　
耐

則

麗

矣
、能

遘
5人

不
v到

處
"者
、非

也
、和

靖

詩

云
、蔕

團

紅

臘

綴

初

縣

、荊

公

豈

不
γ見
"此

句

一耶
、遯

齋

遇

稱
、可
契

夷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二

剿
竊
は
常
な
汐
.然
れ
ど
も
、三
竊
あ
り
、勢
を
竊
む
を
上
と

爲
し
、

意
を
竊
む
を
中
と
爲
し
由詞
を
竊
む
を

下
と

爲
す
、其
の
詞
を
竊

む
は
、
一
詩
の
中

一
句
の

M
兩
字

の
み
、獪
下
と

爲
す

な
り
、
一
蓮

雙
偶
竝
び
取
る
、寧
に
下
の
下
に
非
す
や
、或
人

曰
く
、
叫
蓮
雙
偶

は
實
に
非
な
り
、恐
く
は
、荊
公
の

曙
合

の
み
、予
曰
く
、他
人
な
ら

ば
或
は
恕

せ
ん
、荊
公
は
赦
さ
じ
、王
氏
挙
居
、百
家
を

記
覽
に
衒

ふ
、百
家
衣
の
詩
は
荊
公
よ
り
始
れ
り
、柳
の
詞
、白
の
句
、常
人
の

ロ
占
す
る
所
な
り
、王
氏
豈
に
記
せ
ざ
ら
ん
や
、只
だ

是
れ

荊
公
、

狐
白
手
の
致
す
所
に
非
す
や
。

遯
齋
閑
覽
に
表
ふ
、凡
そ
梅
を
詠
す
る
に
、多
く
は
白
を

詠
す
、而

し
て
荊
公
の
詩
に
獨
り
云
ふ
・鬚
撚
黄
金
危
う
し
て
墮
ち
ん
と
欲

す
、蔕
團
紅
蝋
巧
に
能
く
裝

ふ
しと
、惟
爻
造
語

の
巧
麗
な
る
の
み

な
ら
す
、能
く
人
の
到
ら
ざ
る
處
を

道
ふ
ど

謂
ふ
べ
し
と
、荊
公

」此
の
詩
.麗
は
則
ち
麗
な
り
、能
く

入
の
到
ら
ざ
る
處
を

道
ふ
と

は
非
な
り
、囓

の
詩

に
云
ふ
.蔕
團
紅
臘
綴

り
て
初
め
て
乾
く
」

と
荊
公
豈
に
此
の
句
を

見
ざ
ら
ん
や
、遯
齋

の
過
稱
…す
る
は
」笑

ふ
べ
し
。

,
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靈

苑

集
、天

竺

寺

月

申
,桂

子

詩

序

參
、上
、嗣

統

之

冖

六

祀
、天
・聖

紀

號
、龍

集

丁

卯

萩
、七

八

兩

月
、望

舒

之

夕
、寺

殿

堂

左

右
、天

降
昌靈

寶
嚇其

繁

如
v雨
、其

大

冖

如
膨豆
、其

圓

如
v珠
、其

色

白

者
、黄

者
、黒

文

者
、時

有
昌

勲
・馳
双
者

鞠殼

味

辛
、識

者

日
、此

月

中

桂

子

也

、云

云
、

詩

日
、丹

桂

生
.瑤

實
嚇千

年

會

一
時
一偏

從
昌天

竺
"落
、

砥

恐

月

宮

知
、落

句

云
、林

間

僧

共

拾
.獪

誦

樂

天

詩

、予

按
、起

-世
-經
・閻

淨

樹
。影

寫
昌月

中

p也
、月

中

無

"

桂

樹
嚇外

書

不
レ知
、謾

造

語

耳
、慈

雲

台

宗

億

匠
、當

ゲ…辨
"明
之
一同
鵡俗

書

「作
.詩

文
一記
y之

何

哉
、其

後

明

教

大

師

作
"行

業

記
一載
"此

事

一云
、靈

画

・秋

霽

、嘗

天

雨
昌

桂

子
一法

師

乃

作
昌桂
ネ

種
-桂

之

詩

嚇雖
畠嵩

公

信
v之

筆

ジ
之
、不
v能
ゾ無
レ疑

矣
。

楊

誠

齋

日
、大

抵

詩

之

作

也
、興

上

也

、賦

次

也
、庚
爆

　

　
　
　
　

濟

北

詩

賭

靈
苑
集
に
ハ天
竺
寺
の
月
中
の
桂
子
の
.詩
め
序
紀

云
ぶ
、上
再嗣
統
,

の
六
祀
、天
聖
の
紀
號
識龍
簗
丁
卯

の
秋
、七
八

の
兩
月
、望
舒
の
夕
.噛

寺
の
殿
堂
の
左
石
に
↓天
、靈
貰
を

降
す
謡
ハの
繁
き
こ
と
雨
の
如

し
.其
の
大
さ
羣

の
如
く
、其

の
圓
き
こ
と
珠
の
如
罵
、其
の
色
、白

な
る
者
、黄
な
る
者
、里
…文
な
る
者
、時
に
殻
を

帶
ふ
る
者
あ
り
、殼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

の
咲
辛

し
、識
者
曰
く
、此
れ
月
中
の
桂
子
な
り

云
々
、詩

に
曰
く

丹
桂
瑤
實
を
生
す
、千
年
會
.
一
陪
、偏
に
天
竺

從
り
落
つ
、祗
鷲
恐

る
月
宮
に
知
ち
れ
ん
℃
と
を
、・落
伺
些
試
ふ
「
林
間
僭
共
に
拾
ふ
、

獪
誦
す
楽
天
の
批討
し、予
按
す
る
に
、起
世
經
に
、閻
序
の
樹
影
ガ
中

に
寫
る
な
ρ
、凋
中

に
桂
樹
無
し
界

書
に

知
ら
す
し
て
謾
に

造

語
す
る
の
み
.慈
雲
は
台
宗

の
偉
匠
、當
に
之

を
辨
明
す
べ
し
、俗

書
と
同
じ
く
詩
文
を

作
り
て
之
れ
を

記
す
る
は
何
ぞ
や
、共
の

後
、明
教
・大
師
、行
業
記
を
作
り

覧て
、此
の
事
を
載

せ
て

諏
ふ
困靈
山

秋
霽
れ
て
、嘗
て
天
、桂
子
を
雨
ム
す
、法
頗
乃
ち

桂
千
種
桂
の
詩

を
作
る
、嵩
公
之
れ
を
信
℃
て
之
れ
を

筆
す
と

雖
、疑
な
き
t
と

能
は
す
。

、

楊
誠
齋
曰
く
、大
抵
詩
の
作
は
.興
は

上
な
り
、賦
は
次
な
り
、廣
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三

O
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ロ

本

誌

話
叢

書

和

不
v得
v已

也
、我

初

無
軟意
ヨ於

作
昌是

詩
h而

是

物

是

事
、適

然

觸
昌於

我
内我
之

意

亦

適

然

戚
昌乎

是

物

是

事
肖觸

先

焉

威

隨

焉
、而

是

詩

出

焉
、我

何

輿

哉
、天

也

、欺

之

謂
レ興
、或

驍
唱意

物

一課

=

詠
粕立
昌其

題

一徴
昌

一
花
n或

分
側題

一
山
門指

某̀

　
　
　
　
　
　

げ

一
篇
「是

巳

非
レ天

矣

、然

獪

專

昌乎

我
馴也
、斯

之

謂
レ賦

、至
昌於

凄

和
{則

孰

觸
v之
、孰

威

ゼ之
,孰

題
レ之

哉
、人

而

巳

矣

、出
昌乎

天

獪

懼
v找
昌乎

天
n專
離乎

我
蕕

懼
v強
昌乎

我
h今

牽
昌乎

人
葡

巳

矣
.徇

冀
笹其

有
L

銖

之

天
、
一
黍

之

我
一乎
、蓋

我

乗
露嘗

覿
駈

是

物
靹面

逆

追
昌彼

之

覿
嚇我

不
レ欲
レ用
昌是

韻
冨

抑

從
昌

彼

之

甲
嚇雖
昌李

杜
嚇能
y之

乎
、而

李

杜

不
レ爲

也
.是

故

李

杜

之

集

無
轟牽

率

之

句
嚇而

元

白

有
昌和

韻

之

作
嚇

詩

至
昌和

韻
一而

詩

始

大

壞

矣
、故

韓
-子
,蒼

以
和

輩

爲

詩̀

之

大

戒
嚇此

書

佳

矣
.然

不
6必

皆

然
一矣
、夫

詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

は
己
む
を
得
ざ
る
な
り
、我
初
め
是

の
詩
を

作

る
に
意
無
し
、而

し
て
是
の
物
是
の
事
、遖
然
と
し
て
我
に
觸
る
、我
の
意
も

亦
適

然
と
し
て
是
の
物
是
の
事
に
感
す
、觸
る
よ
は
先
き
に
し
て
.感

臆
ふ
、而
し
て
是

に
詩
出
づ
、我
何
・で
與
ら
ん
や
、天
な
り
、斯
れ
を

之
れ
興
と
謂
ふ
、或
は
意
を

一
花
に
鵬
し
、或
は

一
山
を
分
題
し
、

某
物
を
指
し
て

一
詠
を
課
し
、其
の
題
を
.立
て

、

一
.篇
を

徴
す

是
れ
己
に
天
に
非
す
、然
れ
ど
も
、獪
我
に
塚
な

り
、斯
れ

を
之
れ

賦
と
謂
ふ
藤

和
に
至
り
て
は
、則
ち
執
か
之
れ

に
觸
れ
、孰
が

之

れ

に
感
じ
、孰
か
之
れ
に
題
す
る
や
、入
の
み
、天
に
出
つ
る
も
、獪

天
を
哉

ふ
を
懼
る
、我
に
專
な
る
も
、獪
我
を

張

ふ
る
を
懼
る
、今

人
に
牽

ビ
ゝ
の
み

に
し
て
、街
其
の

一
銖
の
天
、
}
黍
の
我
有
る

を
冀
は
ん
や
蓋

、我
未
た
嘗
て
是
の
物
を

覿

す
し
て
、而
し
て
逆

て
彼
の
覿
る
を
追
ひ
、我
れ
是
の
韻
を

用
ふ
る
を

欲
せ
す
し
て
、

而
し
て
抑

へ
て
彼
の
用
に
從
ふ
、李
杜
と
雖
ど
も
、之
れ
を

能
く

せ
ん
や
、而
し
て
李
杜
は
爲
さ
ゞ
る
な
り
、是

の
故
に
、李
杜
の
集

に
は
、牽
摩
の
句
無
し
、而
し
て

元
白
に
は

和
韻
の
作
あ
り
、詩
は

和
韻
に
至
り
て
、而
し
て
詩
始
め
て
大
に
壞

れ
り
、故

に
韓
子
蒼

は
和
韻
を
以
て

詩
の
大
戒
と

爲
せ
り
、此
の
書
佳
な
り
、然
れ
ど

も
.必
す
し
も
皆
然
ら
す
、夫
れ
詩
は
志
の
之
く

所
な
り
、性
情
な

)
、雅
正
な
⑰
ノ、其
の
言
に
形
る
主
、が
若
き
.或
は

性
檮
…茨
b
'或
は
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者

志

之

所
レ之

也
.性

情

也
、雅

正

画
、若
昌其

形
ツ言

也
.

或

惟

情

也
、或

雅

正

也

者
、雖
气賦

和
幽上

也
.或

不
昌性

情

馴也
、不
鴇雅

正
}也
、礁
レ興

次

也
、今
・
夫

有
γ人
、端

居

無

事

、忽

焉

思

念

出

焉

.其

思

念

有
V
正

焉
、有
レ邪

焉
、君

子

之

者
、去
昌其

邪
門取
呂共

竃
嚇豈

以
昌其

無

事

忽

焉

之

思

念

一爲
γ天

而

不
v分
面邪

正
一隨
レ之

畿
.物

事

之

觸
ヴ我

也
、我

之

戚
・也
、又

有
鵬邪

正
嚇豈

以
昼其

觸
∵
戚

之

者
輌爲
.

ぴ天
、而

不
γ…辨
昌邪

正
「而

隨
v之

哉
、況

詩

人

之

者
、元

有

鶴

性

情

之

權
、雅

正

之

衡
嚇不
γ質

鵡於

此
'只

任

郡觸

戴

之

興
「恐

陷

昌僻

邪

之

坑

靹昔

者

伸
㍉
尼

以
"風

雅

之

權

衡

門

刪
"三

千

首
門裁
"三

百

篇

脯也
、後

人

若

無
昌雅

正

之

權

衡

門不
v可
γ・蔦
v詩

矣
、又
、李

杜

無
昌和

韻
門元

自

有
昌和

韻

嚇

而

詩

大

壊

者

非

也
、夫

人

有

昌上

才

焉

.有
昌下

才

階焉
、

李

杜

者

上

才

也
、李

杜

若

有

離和

韻
h其

詩

叉

必

善

　
　
　
　
　
儕

北

詩

・話

正
な
る
者
は
、賦
和
と

雖
ど
も

上
な

り
.或

ぱ
惟
情
な
ら
す
、雅

正
な
ら
ざ
れ
ば
、興
と
雖
ど
も
、次
な
り
.今
、夫

れ
.人

あ

ら

ん
に
.

端
居
無
事
、忽
焉

と
し

て
思
念
出

づ
、其
の
思
念
に

旺
あ
り
邪

あ
り
、君
子
ぱ
、其
の
邪
を
去
り
て
其
の
正
を
取
る
、豈

に
其
の
無

事
忽
焉
の
思
念
を
以
て
天
と
爲
し
て
、而
し
て
邪
正
を
分
た
す
し

て
之
れ
に
隨
は
ん
や
、物
事
の
我
に
觸
る
ゝ
は
、我
の
感
な
り
、叉
、

邪
正
あ
り
、豈
に

其
の
觸
感
の
者
を
以
て
、天
と
爲
し
て
、而
し
て

邪
正
を
辨
せ
す
し
て

而
し
て
之
れ
に
隨
は
ん
や
、況
ん
や
、詩
入

は
、元
と
性
情
の
權
、雅
正
の
衡
あ
り
.此
に
質

さ
す
し
て
、只
だ
觸

感

の
興
に
任
せ
ば
、恐
く
は
、僻
邪
の
坑
に
陥
ら
ん
.昔
者
.仲
尼
、風

雅
の
權
衡
を

以
て
、三
千
首
を

刪
り
て
、三
百
篇
を
裁
す
る
な
り
、

後
人
若
し
雅
正
の
權
衡
無
く
ば
、詩
を

言
ふ
べ
か
ら
す
、又
、李
杜

に
知
韻
無
く
、元
白
に

和
韻
有
り
て
.而
し
て

詩

穴
に
壞

る
と
い

ふ
は
、非
な
り
、夫
れ
人
に
、上
才
あ
り
、下
オ
あ
り
、.李
杜
は
上
才
な

り
、李
杜
若
し
翻

あ
ら
钁
其
の
詩

鋳

す
善
か
ら
ん
・李
杜
の

世
に
和
韻
無
し
.故
に
凄
和
の
美
悪
見
れ
す
、元
白
は
下
才
な
り
、

始
め
て

和
韻
を

作
れ
り
、必
す
し
も
、和
韻
に
し
て
而
し
て
詩
壌

れ
す
、只
だ
其

の
下
才
の
爲
す
所
な
り
、故
に

其
の
集
中
、興
感
の

作
と
雖
ど
も
、皆
祉
李
に
及
ぱ
す
、何
ぞ
特
り

凄
和
に
至
り
て
之

れ
を
責
め
ん
や
.夫
れ

上
才
の
者
は
、必
す

自
得
の
處
あ
り
、其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
減
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ロ

本

詩

話

叢

書

矣
、李

杜
、世

無
昌和

韻
h故

庸

和

之

美

惡

不
v見

矣
、元

自

下

才

也
、始

作

昌和

韻
h不
昌必

和

韻

而

詩

壞

'矣
、只

其

下

才

之

所
γ爲

也
.故

其

集

中
、雖
"興

感

之

作
嚇皆

不
γ及
昌李

杜

荷

特

至
薗凄

和

賣

v之

乎
、夫

上

才

之

者
、

必

有
昌自

得

處
肉以
"共

得

處
嚇寓
5于

興

也
・賦

也
・和

也
朔

無
嵐往

而

不
"自

得
"焉
、其

自

得

之

處
、揚

子

所
v謂

天

也

者

也
、其

天

也

者
、何

特

興

而

巳

乎
.賦

也
・和

也
・

皆

天

也
、下

才

之

岩

.少
蹴自

得

處
頁

是
準

襲

剽
-掠

.牽
-合

而

巳
、是

揚

子

,之

所
レ謂

大

壞

者

也
、只

其

下

才

之

所
γ爲

也
、寧

虞

和

之

罪

哉
、多
レ金

之

家
、作

瓶

・

・盤

釵

、釧

也
、瓶

・盤

釵
・釧

雅
γ騨
、皆

一
金

也
、故

其

器

,皆

奘

矣
、窺
y金

乏

家

作
『器

也
、其

用

不
γ足

焉
、雜

昌鍮
・

,銀

、鉛
・鑞
引
爾

成

焉
、故

其

器

不
v美

矣
、揚
-子

不
レ辨

6上

。下

才
嚇謾

言

驫賦
、和

一者

過

矣
、子

蒼

以

"和

韻
嚇爲
循詩

之

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
六

得
る
磯
を
以
て
、興
や
賦
や

和
や
に
寓
す
、往
く
と
し
て

而
し
て

自
得
せ
ざ
る
と
い
ふ

こ
と
無
し
、其
の
白
得

の
處

は
、揚
子
の
謂

は
ゆ
る
天
な
る
者
な
り
、其
の
天
と
は

伺
そ

や
、特
り
興

の
み

な

ら
ん
や
.賦
や
和
や
皆
天
な
り
.下
才
の
者
は
、自
得
の
處
少
し
.只

だ
是
れ
沿
鑿
剽
掠
牽
合
す
る
の
み
、是
れ
揚
子
の
謂
は
ゆ
る
大
に

壊
る
ゝ
者
な
り
、只
だ
其
の
下
才
の
爲
す

所
な
り
、寧
ぞ
唐
和
の

罪
な
ら
ん
や
、金
多
き
家
は
、瓶
盤
釵
釧
を

作
る

な
り
、瓶
盤
釵
釧

異
な
り
と
雖
ど
も
、皆
二
金
な
り
、故
に
北
ハの

器
皆
美
な
り
.金
寡

き
の
家

の
器
を

作
る
や
、其
の
用
足
ら
す
=鍮

銀
鉛
鑞
を
雜

へ
て

而
七
て
成
す
、故

に
其
の
'器
美
な
ら
す
、揚
子
、上
下
の
才
を
辨
ぜ

す
し
て
、謾

に
賦
和
を
言
ふ
は
、過
て
り
、子
蒼

は

知
韻
を

以
て
詩

の
大
戒
と

爲
す
は
.學
者
を
激
し
て
、而
し
て

剽
掠
牽
合
を

警
む

る
の
み
、恐
く
は
、揚
子
の
言
ふ
所
の
者
に
非
す
。
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大

戒

"者
、激
昌學

者
一而

警

昌剽
、掠

牽
、合

一耳
.恐

非
綿揚

子

之

所
γ言

之

者
一矣
。

夫

物

不
昌必

相

待

一而

爲
v配
、異
γ世

同
γ調
、蓋

天

偶

也
、

廬

,山

芝
-菴
,主

偈

云
、千

峰

頂

上

一
聞

屋
、老
,儒

牛

間

雲

孕

間
、昨

夜

雲

隨

嵐

雨

嘲去
、到

頭

不
レ似
昌老

僊

閑

門楊
識

・齋

明

發

瀧

頭
詩

云
、黒

甜

偏

至

五

更

濃
、

強
-起

侵
v曉

敢

小

傭
.輪
倒與

由

雲

能

様

懶
、日

高

獪

宿

夜

來

峰

、二

什

清

奇
、可
雫以
昌季

孟

之

問

而

待
出矣
"

世

所
γ傳

唐

宋

千

家
,詩

選
、後
-村

先

生

編

集

者
、恐

非

也

、予

見
"後

村

集

六

十

卷

q絶

無
噌}其

専
嚇只

跋
躡宋

氏

繦

句

詩
一云
、余

選
昌唐

人
・及

本

朝

七

言

絶

句
嚇各

得

嚊百

篇
粕五

言

絶

句

亦

如
γ之
.又

云
、元
-臼

繦

句

最

多
、白

止

取
鶴三

百
旧元

止

取
昌五

言

一
首
一叉

云
、夫

合
"

爾
…
翻
W亀亠ハ
七
,百

陥牛
問
、官
…ハ
榑
㎝糟
…
擇

、僅

四

百

払自
、信

矣

　
　
　
　
　

濟

牝

詩

話

夫
れ
物
、必
す
相
待
た
す
し
て
而
し
て

配
を
爲
し
.世
を

異
に
し

て
調
を
同
う
す
る
は
、蓋
し
天
偶
な
り
、廬
山

の
芝
菴
主
の
偈
に

云
ふ
「千
峰
頂
上

一
闇
の
屋
、老
繪
牛
聞
雲

申
問
、昨
夜

雲
は
風
雨

に
隨
つ
て
去
る
、到
頭
老
僣
の
閑
な
る
に

似
か
す
、」楊
誠
齋

の
明

に
薦
顕
を
發
す
る
詩
に

云
ふ
「黒
甜
偏
に
至

つ
て

五
更
濃
な
り
、

強
起
曉
を
侵
し
て
敢
て

小
傭
す
、山
雲
に

輸
與
し
て

能
様
懶
し
、

日
高
う
し
て
獪
宿
す
夜
來
の
峰
」二
什
の
満

奇
.季
孟
の
闇
を

以

て
待
つ
ぺ
し
。

世
に
傳
ふ
る
所
の
唐
宋
千
家
詩
選
、篠
村
先
生

の
編

集

と

い
ふ

は
、恐
く
は
非
な
ら
ん
、予
、後
村
藥
六
十
卷
を

見
る
に
、絶
え
て
其

の
薯
無
し
、只
だ
宋
氏
絶
句
の
詩
に
跋
し
て

云
ふ
、余
、唐
人

及
び

本
朝
の
七
言
絶
句
を
選
び
で
、各
、、h
篇
を

得

た
り
、五
言
絶
句
も

亦
之
く
の
如
し
、叉
云
ふ
、元
白
、絶
句
最
も
多
し
.白
は
止
だ

三
百

を
取
り
、元
は
止
だ
五
言

一
首
を
取
る
、又
云

ふ
、夫
れ

爾
朝
を

合

し
て
、六
七
百
年
の
悶
、冥
捜
精
擇
し
て
、僅
に

四
百
首
.信
な
る
か

な
.絶
句
の
工
な
り
難
き
や
と
、是
れ
を
以
て

而
し
て
言

へ
げ
、劉

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

二
七
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臼

本

詩

話

叢

書

絶

句

之

難
レ工

也
、以
レ是

而

言
、劉

氏

之

詩

選
、其

法

尤

嚴
、今

之

千

家

詩

,其

選

體
、繁

冗

舛

錯
.豈

出
昌于

後

村

手
著

邪
、疑

俚
-儒

託
昌名

於

劉

氏

手
箕

間

詩
、

多

錯
嶋作

者

名
嚇或

四

韻

詩

截
昌四

句

一收

爲
8絶

句
嚇凡

絶

句

四

韻
・禮

裁

各

別
、若

分
雌四

韻

作

昌絶

句
嚇不
γ協
凶

詩

注
嚇後

生

見
。其

不
γ協

者
頁

信
昌後

村

選
門以

爲
昌法

整

畋
昌詩

道

一者

不
γ鮮

矣
、叉
、朱
,淑
,眞

詩
・其

格

律

軟

陋
、
而

多

收
、何

哉
、雪

詩
、押
盤兼

字
脚者
、不
γ成
昌文

理
「我

反

覆

詳
γ之
、劉

氏

欲
ジ
選
γ詩
、先

博

採
昌諸

家
n未
v遑
"精

擇

而

沒
、後

人

以
昌其

創
v之
、漫

加
昌名

氏

一耶
.

客

闘

、
一
詩

兩

字
、病

諸
、日
.爾

日
、古

人

何

有
γ之

乎
、

日
、達

人

不
v妨
、日
、見
γ賢

思
v齊

、日
、初

學

容

恕
、不
γ得

v琢
レ句
、先
幾

有
y之

者

達

懶

也
、凡

詩

文
.拘

聲̀
-韻

複
,

字
肉不
γ得
"佳

句

}者

皆

庸

流

也
、作

者

無
ヴ之

、七
-逋

八
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

氏
の
詩
…選
.其
の
法
尤
も
嚴
な
り
、今
の
千
家
詩
.其

の
…選
體
.繁
冗

舛
錯
、豈
に
後
村
の
手
に
寓
つ
る

者
な
ら
ん
や
、疑
ふ
ら
く
は
、俚

儒
、名
を
劉
氏
の
手
に
託
す
る
な
ら
ん
、其

の
聞

の
詩
は
、多
く
は

作
者
の
名
を
錯
る
.或
は
四
韻
の
詩
に
し
て
、四
句
を

截
し
て
牧

め
て
絶
句
と
爲
す
、凡
そ
絶
句
と
四
韻
と
の
體
裁
各
竜別
な
り
、若

し
四
韻
を
分
ち

て
絶
句
と
作
さ
ば
、詩
法
に
協

は
す
、後
生
、其
の

協
は
ざ
る
者
を
見
て
、各
聖後
村
の
選
を
信
じ
て

以
て
法
格
と
爲

す
、詩
道
を
敗
る
者
鮮
が
ら
す
、叉
、朱
淑
眞
の
詩

は
、共
の
格
律
軟

陋
に
し
て
而
し
て
多
く

牧
む
る
は

何
ぞ
や
、雪

の
詩
、象
字
を

押

す
る
者
.文
理
を
成
さ
す
.我
反
覆
之
れ
を

詳
に
す
る
に
、劉
氏
、詩

を
選
せ
ん
と
欲
し
、先
づ

博
く
諸
家
を
採
り
て
、未
だ

精
擇
す
る

に
遑
あ
ら
す
し
て
沒
す
、後
人
其
の
之
れ
を

創
む

る
を

以
て
、漫

に
名
氏
を
加
ふ
る
か
。

客
間
ふ
、
一
詩
兩
字
、病
あ
り
や
、曰
く
爾
り
、口
く
、古
人
何
ぞ
之
れ

有
る
や
、曰
く
、逹
入
は
妨
げ
す
、曰
く
、賢
を
見
て
は
齊
し
か
ら
ん

こ
と
を
思
ふ
、曰
く
、初
學
に
し
て
容
恕
せ
ぱ
、句
を
琢
く

こ
と
を

得
す
、先
輩
に
之
れ
有
る
は
、逹
懶
な
り
、凡
そ

詩
丈
、聲
韻
複
字
に

拘
り
て
、佳
句
を
得
ざ
る
は
、皆
庸
流
な
り
、作
者
に
は
之
れ

無
し
、

七
通
《
建
、若
し
聲
韻
の
礙
有
る
は
、未
だ

作
者

の
域
κ
入
ら
ざ



6跏
脚

逹
.若

有
昌聲

韻

礙
嚇可
レ知
v未
v入
昌作

者

域
哨然

古

人

犯
昌

聲

韻

複

字

一者

逹

懶

也
、非
v不
γ能

矣

。

予

有
脇數

童
疆

游

戲

謔
、不
γ好
.誦

習
叫予

鞭

笞

誨

誘
、

使
轟其

賦
τ詩

、童

日
、不
γ知
"聾

律
嚇予

日
、不
γ用
昌聲

律
嚇只

排

"五

七
門童

嗔

愁

怨

懣
、予

不
v恕

焉

、童

不
y得
v已

而

呈
ゲ句
、雖
昼靂

澁

朴

拙
、而

或

不
7成
昌文

理
門其

中

往

往

有

"自

得

醇

全

之

趣
門予

常

愛

怪
、叉
、令
v學
γ書
、童

日
、

不
レ知
鱈法

格
嚇予

日
、不
y用
昌法

格
嚇只

爲

昌臨

摸
冖童

之

嗔

懣
、予

之

不
v恕

如
v先
、不
γ得
v巳

而

呈
昌
一

二

紙
嚇雖
唱屈

蚓

亂

鴉

、而

或

不
7成
昌字

形
門其

中

往

往

有

昌醇

発

之

　

　

　
　

　

晒

書
嚇予

又

愛

怪
、則

喟

歎

日
、世

之

學
鱈詩

書
一者
、傷
昌於

工

奇

門而

不
y至
鵡作

者

之

域

著

.皆

是

計

較

之

過

也
、

今

夫

童

孩

之

者
、愚

験

無

知
、而

有
"醇

全

之

氣

}者
、

朴

質

之

爲

也
、故

日
、學
v詩

者
、不
v知
昼童

子

之

醇

意
嚇

　

　

　
　

濟

北

詩

話

る
こ
と
を

知
る
べ
し
ゐ然
れ
ど
も
試
尚
人
に
し
て
」聲
韻
複
字
を

犯

す
は
、達
懶
な
り
、能
く
せ
ざ
る
に
は
非
す
。

予
に
數
童
あ
り
.狂
游
戲
謔
し
て
、誦
脅
を

好
ま
す
、予
、鞭
笞
誨
誘

し
て
、其
れ
を
し
て
詩
を
賦
せ
し
む
、童
曰
く
、聲
籍
を

知
ら
す
、予

曰
く
、聲
律
を
用
ひ
す
、只
だ
五
七
に
排
せ
よ
、童
、嗔
愁
怨
懣
す
、予

恕
せ
す
、童
己
む
を

得
す
し
て

句
を
呈
す
、蹇
澁
朴
拙

に
し
て
或

は
文
理
を
成
さ
す
と
雖
ど
も
、其
の
申
、往

々
に
自
得

醇
全
の
趣

あ
り
、予
常
に

愛
怪
す
、又
、書
を

學
ぱ
し
む
、童
曰
く
、法
格
を

知

ら
す
、予
曰
く
、法
格
を
用
ひ
す
、只
だ
臨
摸

を
爲
せ
よ
と
、童
D
嗔

懣
.予

の
恕
せ
ざ
る
、先
の
如
し
、己
む
を
得
す
し
て

一
二
紙
を

呈

す
、屈
蚓
亂
鴉
、而
し
て
或
は
字
形
を
成
さ
す

と
雖
ど
も
、其

の
中
.

往

々
に
醇
全
の
畫
あ
り
、予
又
愛
怪
す
、則
ち

喟
歎
し
て

曰
く
、世

の
詩
書
を
學
ぶ
者
は
、工
奇

に
傷
れ
て
、而
し
て
作
者
の
域
に
至

ら
ざ
る
者
は
、皆
是
れ

計
較
の
過
な
り
、今

夫
れ

童
孩
の
者
、愚
験

無
知
に
し
て
而
し
て
醇
全
の
氣
あ
る
者

は
、朴
質
の
爲
な
り
、故

に
曰
く
、詩
を
學
ぶ
者
は
、童
子
の
醇
意
を

知
ら
す
ん
ば
、詩
を

言

ふ
べ
か
ら
す
、書
を
學
ぶ
者
は
、童
子
の
醇

叢
を

朔
ら
す
ん
ぱ
垂
日

を
言
ふ
べ
か
ら
す
、特
に
詩
書
の
み
な
ら
す
、道
豈
に
斯
れ
に
異

な
ら
人
や
、學
者
先
づ
醇
全
の
意
を
立
て
、輔
る
に
脩
練
の
力
を

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
二
九



躪
　

　

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

不
γ可
v言
v詩

矣
、學
γ書

者
、不
γ知
昌童

子

之

醇

書
嚇不
v可

γ言
v書

矣
、不
昌特

詩

書

一焉
、道

豈

異
昌於

斯

一乎
、學

者

先

立
鶴醇

全

之

意

n輔
、以
昌修

練

之

功
嚇爲
γ易
「至

耳
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
〇

以
て
せ
ぱ
、至
り
易
し
と
爲
す
の
み
.

6

濟

北

詩

話

繆


